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開催趣旨と総括 

近年、大学と大学生を取り巻く環境は、様々な規模で大きく変動しています。社会の変動

としては世界中を巻き込んだコロナ禍やウクライナや中東での世界情勢の悪化があります。

また、深刻さを増す気候変動や自然災害があります。実際、私たちは令和６年１月１日に能

登半島地震を富山大学の近隣で体験することとなりました。また、経済環境や技術変化も急

加速しており、特にＡＩに代表されるデジタル技術環境の進化スピードが激流のごとくで

ある一方で、これら技術の適切な運用について、まだまだ人類は対応し切れていません。こ

れらの様々な自然と社会の環境変化に対応出来る人材を輩出する場として、大学教育改革

はますます重要となってきました。大学での専門教育はもちろん、特に教養教育は環境変化

にともなった教育を若者に提供する改革を断行しなくては時流の波に溺れてしまう時代と

なっています。 

このような背景の中で本学では再来年の令和８年を教養改革の大きな転換の一つとして

位置づけ、大改革の準備を進めているところです。もちろん改革には大きなエネルギーが必

要であり、現状、教員の皆さんは将来の変革に対して不安と期待が入り交じった状態で、や

やもすると進むべき方向に確信を持てないままに準備を進めていらっしゃることと思われ

ます。  

そこで、視野を広げて全国の大学を見渡すと、すでに先行して新しい時代に即した教養教

育改革をすすめるべく実践されている先例がいくつか見受けられます。私たちもこれら先

行事例に学ぶべく、今年度は３回連続のＦＤとして、弘前大学、宇都宮大学、東北大学より

それぞれ近年の教養改革に実際に主導された先生方に講師をお願いして、講演をして頂き

ました。 

第１回のＦＤ研修会は８月 28 日に Microsoft Teams 会議によるオンライン配信によっ

て開催しました(開催後ＦＤ動画配信あり)。講演は「弘前大学の全学必修導入科目「地域学
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ゼミナール」について」という演題で講師は、弘前大学の教養教育開発実践センター長、城

田 農先生、及び、同センターの副センター長である清水 稔先生にお願いしました。弘前

大学は教養改革の先行例の代表です。この回で、私たちは弘前大学の必修導入教育の実例を

具体例として参考とすることができました。弘前大学では「地域学ゼミナール」という科目

を全学必修の導入科目として実践しており、全学的に行うための教員出動態勢とＴＡの指

導と配置準備体制を十分な準備企画の元に実施されていました。この準備体制構築のため

の教員確保と養成、実施、評価体制の具体的にご苦労についても話を聞くことが出来まし

た。また、この科目は地域に根ざした課題のグループワークという事で大学と地域の連携に

も貢献していることから、地方大学の地域戦略として一面もお話しいただけました。この回

のＦＤ総参加人数は 28名で、参加者コメントとしては導入教育の大人数を対象としたＧＷ

の実践例として学ぶことが多々あったとするものが多数でした。一方で若干の参加者から

講演時間の短さなどＦＤ企画についての指摘もあり、今後のＦＤ改善を望む意見もありま

した。 

第２回のＦＤ研修会は９月 25 日に五福キャンパス共通教育棟Ｄ棟１階 Ｄ11 教室におい

て対面開催をしました(オンライン併用と、 開催後ＦＤ動画配信あり)。講演は、「宇都宮

大学の新教養科目構成とルーブリックについて」という演題で講師は、宇都宮大学の⼤学教

育推進機構 基盤教育センター副センター長、石井 和也先生にお願いしました。宇都宮大

学もまた、教養改革の先行例の代表です。この回で、私たちは宇都宮大学の教養基盤教育の

構築と具体的な教養科目の学生評価についての先行事例を参考とすることができました。

近年、学生評価の明確化のため、ルーブリック評価についての研修もしばしば行われるよう

になりましたが、教養基盤教育に特に対応した具体的ルーブリックとそれに対する学生の

反応と教員の反応、そして今後の改善点などを明快に講演していただきました。また、宇都

宮大学の教養基準として特色のある「宇大スタンダード」と銘打った宇都宮大学として特色

のある教育方針や宇大ラーニングサポーター制度など、教養教育の独自のサポートシステ
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ムなどについても紹介していただきました。この回のＦＤ総参加人数は 22 名で、やはり、

高いレベルで作成された「ルーブリック」が参考になったという声が多数ありました。この

回も質疑応答の時間が短いのが残念という声がありました。 

第３回のＦＤ研修会は 10 月 30 日に五福キャンパス共通教育棟Ｄ棟１階 Ｄ11 教室にお

いて対面開催をしました(オンライン併用と、 開催後ＦＤ動画配信あり)。講演は、「東北

大学の全学必修導入科目「学問論」について」という演題で講師は、東北大学 理事・副学

長、高度教養教育・学生支援機構長、滝澤 博胤先生にお願いしました。東北大学は旧帝大

の中でも教養改革を積極的に推進している大学の代表です。この回で、私たちは東北大学の

必修導入教育の実例を具体的に参考とすることができました。東北大学では「東北大学ビジ

ョン 2030」という大改革をかかげており、東北大学の全学教育改革の一環として全学必修

の導入科目を令和２年度より実践しています。令和４年度より全学教育新カリキュラムに

移行してカリキュラムと科目数の総合的な再構築を敢行したとのことでした。ここでは学

年を横断した「学問論」科目を展開しているそうで、１年生からは「学問論・学問論演習」

を、学部高学年から大学院では「展開学問論」をという大学の入学から卒業にわたる科目展

開の大構想中における位置づけをもって、１年生必修導入科目の「学問論」があるというと

ころからお話をいただきました。このような大きな構想の一部として教養教育を眺めると

いうのは、なかなか斬新でありました。またこのような見地から見ると「全学必修導⼊科⽬

「学問論」が理系・文系を問わず全ての学生の学教基盤として重要である事が認識させられ

ました。そして教員とＴＡ 約 40名で学生 2400名に対してアクティブラーニングを展開す

る実例を紹介していただきました。富山大学で果たして同様のことが可能なのか？東北大

学の実践状況をもっと毎年教えていただいて参考に出来て実践できる部分から取り入れて

行くことが重要ではないかと思われました。この回のＦＤ総参加人数は 25 名で、やはり、

「大きな大学」ならではの教養教育構想で私たちにはちょっとハードルの高い改革の紹介

であったとのではないかという声とそれでも具体的な導入科目の戦術として、導入科目を
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１週ごとに対面とオンデマンドを組み合わせる点などが参考になったという声と、やはり

講演時間が短かったという声がありました。 

以上、令和６年度の教養改革先行３大学の実践例を講演していただき、富山大学教養改革

が目指す大方針は概ね各大学と共通していることの少しの安心と各大学の教員が叡智を集

積して実践している特色のある導入教育、評価ルーブリック、地域連携、専門連携の実態を

多くの障壁を乗り越えつつ発展させてこられた直接の功労者である演者の方にお話いただ

けたことは、今回の富山大学ＦＤ参加者全員ひとりひとりにとって、様々な学びとなったこ

とを確信します。今回のＦＤに参加された全ての方々に感謝いたします。 

 

 

令和６年度教養教育院教育改善推進委員会委員長 

片桐 達雄 
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第１回 

 

「新教養教育先行大学(弘前大学)に学ぶ教養改革 
教養教育院ＦＤ2024 vol.1」 

『弘前大学の全学必修導入科目「地域学ゼミナール」について』  
 

（令和６年８月 28 日開催） 
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令和６年度第１回教養教育院ＦＤ 実施計画 
テーマ「新教養教育先行大学(弘前大学)に学ぶ教養改革  教養教育院ＦＤ2024 vol.1」 
 

 

１．開催趣旨  

 温暖化に代表される地球環境の劇的変化、コロナ禍、デジタル技術の急速な進展など

世界中で様々なレベルでの人類を取り巻く環境は急激に変化しています。このような

時代の変動を見据えて、これらに対応しうる人材を育成するため大学教育は大きく変

わりつつあります。 

全国の大学を見渡すと、新しい時代に対応した教養教育改革を進め、魅力的な教養教

育を実施している先例が見受けられます。本学では、二年後の令和８年度を教養改革の

転換点と位置づけて大きな改革の準備を進めており、このような先行例を学ぶことで、

私たちの改革をさらに実りあるものへ進めることが可能になると思われます。 

今回のＦＤは、導入教育の先行事例として弘前大学の「地域学ゼミナール」について

お話しいただき、本学の教養教育改革に資する教訓を得ることを目的として実施しま

す。 

 

２．開催日時 

令和６年８月 28日（水）13：30～14：30 

 

３．開催会場 

  Microsoft Teams会議によるオンライン配信 

 

４．対  象 

本学教職員，非常勤講師 

 

５．次  第 

（１）開会挨拶・趣旨説明 

片桐 達雄（教養教育院 教育改善推進委員長） 

 

（２）講演「弘前大学の全学必修導入科目「地域学ゼミナール」について」 

   講師：城田
し ろ た

 農
みのり

  氏 

（弘前大学 教養教育開発実践センター長） 

清水
し み ず

 稔
みのる

  氏 

（弘前大学 教養教育開発実践センター 副センター長） 

 

（３）質疑応答 

  

（４）閉会挨拶 

 武山 良三（教養教育院長） 
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4 3 2 1 0

①
学部横断チームの一員
として自分の役割を認
識し行動できること

①
チームに貢
献する行動

自分の役割と個性を認
識し、強みを活かして
積極的に行動できる

チームの中で自分の役
割を認識し、行動でき
る

チームの中で自分の役
割を認識し、行動しよ
うとつとめている

チームの中で自分の役
割を認識したり、行動
することがほとんどで
きない

チームの一員として行
動する意思が見られな
い

②
学部横断チームの一員
として他者の役割を判
断し適切に働きかける
ことができること

②
メンバーへ
の働きかけ

メンバーの強みや弱み
を把握し、チームのパ
フォーマンスを最大化
するような体制を構
築・運用できる

効果的な役割分担につ
いての提案やメンバー
のパフォーマンスを高
める働きかけができる

役割分担の検討やメン
バーへのサポートにつ
とめている

役割分担の検討やメン
バーへのサポートがほ
とんどできない

他のメンバーに働きか
ける意思が見られない

③-1
検索・収集

問題設定・解決策提案
のために必須の情報に
加えて、関連情報も豊
富に集められる

問題設定・解決策提案
に必要な情報を集める
ことができる

問題設定・解決策提案
に必要な情報の収集に
つとめている

問題設定・解決策提案
に必要な情報をほとん
ど集めることができな
い

問題設定・解決策提案
に必要な情報を集めよ
うとしない

③-2
理解・整理

情報を多角的に検討
し、適切に理解・整
理・分析できる

情報について検討し、
理解・整理・分析でき
る

情報を理解し、整理し
ようとつとめている

情報をほとんど理解・
整理できない

情報を理解・整理しよ
うとしない

④-1
発表資料
作成

写真や図、表等を活用
して、内容・体裁とも
に優れた発表資料を作
成できる

他人が見てわかりやす
い発表資料を作成でき
る

他人が見てわかりやす
い発表資料を作成しよ
うとつとめている

発表資料の作成がほと
んどできない

発表資料を作成しよう
としない

④-2
発表表現

聞き手を説得するよう
な質の高い発表ができ
る

聞き手にわかりやすい
発表ができる

聞き手にわかりやすい
発表にしようとつとめ
ている

発表がほとんどできな
い

発表しようとしない

④-3
質疑応答

他の発表を多角的に検
討して質問したり、聞
き手からの質問に説得
的な回答を行うことが
できる

的確な質問・回答が行
える

的確な質問・回答につ
とめている

質問・回答をほとんど
行えない

質問や回答を避ける

⑤
地域が有している問題
を発見できること

⑤
発見した
問題の意義

社会的・学術的に見
て、非常に重要な問題
を見出せる

社会的・学術的に意義
のある問題を見出せる

社会的・学術的に意義
のある問題を見出そう
とつとめている

意義のある問題をほと
んど見出すことができ
ない

問題を見出そうとしな
い

⑥
地域の状況をデータに
基づいて適切に把握
し、それらの可視化や
比較分析ができること

⑥
分析結果

十分妥当な方法論によ
り、分析や可視化を実
施することができる

ある程度妥当な方法論
により分析や可視化を
実施することができる

分析や可視化を実施し
ようと努めている

分析や可視化をほとん
ど実施できない

分析や可視化を行おう
としない

⑦
地域が有している課題
に対し、エビデンスに
基づいた解決策を提案
できること

⑦
提案施策

十分妥当なエビデンス
を提示している

ある程度妥当なエビデ
ンスを提示している

エビデンスを示そうと
努めている

ほとんどエビデンスを
示すことができない

エビデンスを示そうと
しない

④
発表会で適切な行動が
できること

自己評価
（0～4）

達成目標 評価対象
評　　点

③
地域の問題に関する資
料(情報)の検索・収集・
整理・分析ができるこ
と
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講師への追加質問とその回答 

【質問１】 

BYOD でパワーポイントの同時編集という話がありましたが、本学では１００名程度の受講生でも教室か

ら Wi-Fi で接続させると作業できない学生が出ることがあります。貴学ではネットワーク環境に伴う制

約はないのでしょうか。あるいはどのようにクリアされているのでしょうか。 

【回答１】 

本学でも、BYOD 初年度は、学内 Wi-Fi へ接続できないという問題が発生しました。現在は解消しました

が、以下の 3 点が大きな改善点であったと伺っています： 

① Wi-Fi アクセスポイントの追加

② アクセスポイント利用履歴の保存時間を 120分から 30分へ短縮

③ 教養教育棟に隣接する部局の利用可能数を支障の無い範囲で減少し、代わりに教養教育棟での使用可

能者数を増加

【質問２】 

講義中にネットワーク接続を前提とした Teams での同時編集等とありましたが，多くの学生が同時接続

することでネットワーク接続が不安定になることはないのでしょうか？ 

概算で何人以上が同時接続することになる状況か，参考までにご教示いただけましたら幸いです。 

（参考）富山大学では教養科目で学生が多く集まる時間帯は無線 LAN への接続が不安定になる状況にあ

り，ネットワーク設備強化も難しいことから，学生個人所有端末でネットワーク接続を前提とした講義

が組み難い状況にあります。令和 8 年度から始まる全学必修の導入学修では，複数クラスが同一コマに

約 900人受講するので，講義外にネットワーク接続してもらう内容に調整中です。 

【回答２】 

質問１への回答もご参照いただければ幸いです。最大接続可能端末数に関する正確な数字は把握できて

おりませんが、概算といたしまして、「地域学ゼミナール」（火曜と木曜に分けて開講）では教養教育棟で

650 名程度の学生が全員ノート PC に加えてスマホも持っているとし、さらに教員や事務職員等の分も含

めますと、1500 台程度ではないかと推算いたします。 

【質問３】 

①80-90 名の教室で，13グループ程度，３名の教員配置とのことですが，グループ学習という性質の授業

では教員当たりの担当学生数がかなり多いように思います。この教員数は妥当とお考えでしょうか？あ

るいは，少ない教員でうまくグループ学習を回していく上で工夫されている点などがあればご教示いた

だきたく思います。 
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②成績評価はグループごとでしょうか，個人評価でしょうか？グループごとに発表を行う場合，個人ご

とに評価を行うことが難しく感じることがありますが，何か工夫されておられますでしょうか？ 

③グループワーク，とくにグループディスカッションが非常に苦手な学生がたまに見受けられます（全

く議論に参加できない，グループ討議になると萎縮してしまう，発達障害などでそもそもグループワー

クが苦手などの理由）．そのような学生に対して何か特別な配慮や対応についての対応方法の検討（マニ

ュアル化など）はなされておられますでしょうか？ 

 

【回答３】 

①お察しのとおり、３名の教員では持て余してしまう回はあります。一方で、「主体性」に重きを置いた

成績評価や、グループワークの活性化を図るためのファシリテーションをきちんとしようとすると、教

員１名では大変かと思います。また、異なる学部の教員複数が１つのクラスを担当することで得られる

副作用といたしまして、普段は接する機会が少ない教員同士のコミュニケーションが深まり、長期的に

考えた場合の「教養教育の質向上」へと寄与することや、出張等による休講を避けられることが挙げられ

ます。担当教員数の確保が困難である場合は、TA の事前教育を充実させ、より積極的に授業運営に加担

してもらうことが有効ではないかと考えます。 

②グループ評価と個人評価の両方を行なっています。中間発表および期末発表は、グループごとの発表

ではありますが、質疑応答における優れた回答と質問に対しては、個人点を付与する等の工夫をしてい

るクラスがございます（全てのクラスではありません）。質問をする際には、Teams のチャット機能を利

用することで、誰がどのような質問をしたかということを、後からでも振り返って確認することが可能

です。 

③ご指摘のような特性を持った学生に対する「地域学ゼミナール」に特化したマニュアルは、現時点では

作成しておりません。私が地ゼミの運営に関わるようになってからは、１名の学生（厳密には保護者様）

から、「長期入院の必要があり登校できないが、何とか地ゼミを受講できないか」との問い合わせを受け

たことがありました。そこで、当該クラスの担当教員へ Teams のチャネル会議を利用して、当該学生のオ

ンラインでのグループディスカッション参加への協力を依頼し、教員からの同意は得られていました。

しかし、結果的には保護者の方から受講の取り下げがありましたので、実施には至りませんでした。 

 ただし今後、「グループワークが苦手」等の理由による特別な配慮を必要とする学生が増加することは、

大いに考えられます。特に本学「地域学ゼミ」のような必修科目は、卒業とも関わりますので、「レポー

トによる免除」や「他の教養教育科目との読み替え」などの対応が必要であろうと考えます。この点につ

いては、弘前大学「学生特別支援室」および「就学支援室」と連絡を取り合い、早急に対応を検討する予

定です。 

 

 

【質問４】 

（質問）グループディスカッションのマネージメントについて 

「ディスカッションの質の管理についての質問です。 

学生たちのディスカッションやディスカッションレポートを見てみると、なんでもいいから盛り上がり
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そうなネタを見つけて、それで時間やレポートの語数を稼いだりする様子が散見されます（テレビ業界

用語でいう「撮れ高」のようなものが目的のディスカッション）。既知の関心や知識の枠をでない範囲で、

楽に盛り上がろうとしあうグループがどうしてもできてしまうのです。 

 そもそも良質のディスカッションをするためには、議論すべきネタとそうでないネタの判断、粗判断

に必要な事前知識、有意義な議論になるための補足調査なども必要と思います。そのためには教員や TA

がよほど上手に話題提供をしたり、議論状況を察知したりする必要があるように思います。 

 ご発表では、こうした点について、組織的に対応されているような印象を受けました。 

 そこで２点質問です。 

（１）どのようにグループディスカッションに「介入」しているのでしょうか？ 

 ①事前の学生へのオリエンテーションで気をつけていること、②ディスカッション中に指示している

こと、③介入方法（グループから何らかのサインを得て介入、定期的にディスカッションを止め状況チェ

ック、見回って適宜介入、など） 

（２）ディスカッションをどう評価しているのでしょうか？ 

※学生たちが評価方法を知っていることが、ディスカッションの方向付けにもなると思います。 

ディスカッション状況の情報化の手段について教えて下さい（学生相互の相互評価、教員の中間評価や

最終評価、最終レポート）」 

 

【回答４】 

（１）ファシリテーションが重要であることは教員および TA 向けの FD でお伝えしておりますが、それ

以外に組織的に対応していることは、これと言ってございません。基本的には、各クラスの担当教員へお

任せしています。私がこれまで担当したクラスを観察してわかったことは、学部横断型のクラス編成自

体が、非常に教育効果が高いということです。例えば、医学部、教育学部、理工学部学生から構成される

グループでは、医学部生はリーダーシップを、教育学部生はプレゼン資料作成におけるセンスの高さを、

理工学部生はデータ分析における正確さをそれぞれ発揮します。このような役割分担が自然と作られる

ことで、多くの学生が各々の役割分担を理解し、責任を持つようになっているように思います。 

 また、地域学ゼミナールでは、学生に「主体的・能動的な学修態度を修得すること」を目標のひとつに

定めています。そして、「主体的・能動的」になってもらうためには、私たち教員や TAが、まずはそのよ

うな姿勢を示すことが大切であることを、FD等で再認識してもらうようお願いをしています。 

（２）グループワークの統括やデータ分析を主としてリードしている学生を見極めることは可能ですが、

それ以上のディスカッション評価はできていないのが現状です。中間あるいは期末プレゼンの際には、

プレゼン資料の各ページに「発表者」に加えて「作成者」も示すことを指示しているクラスもございます。

「作成者」は、どのディスカッション内容を誰がリードしたのかを示す指標になると考えます。 

 

 

【質問５】 

（質問）WiFi環境とアプリについて 

「３点質問です。 

（１）グループディスカッションに TEAMS を使っているそうですが、授業内での一斉使用ということで
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よろしいでしょうか？ 

（２）一斉使用の場合、接続トラブルは回避できているのでしょうか？（ひとクラスあたりの学生数は？） 

（３）TEAMS を選ばれている理由は何でしょうか？（他の教育アプリよりも簡便だからでしょうか？スキ

ルとしての有用性が高いからでしょうか？）」 

 

【回答５】 

（１）一斉使用しています。 

（２）現在では回避できております。質問１および２への回答もご参照いただけますと幸いです。 

（３）教育的理由は特にございません。新型コロナウイルス感染症によりオンライン授業が余儀なくさ

れた際に、全学的に導入したアプリが Teamsであり、それを今でも使い続けています。 

 

 

【質問６】 

＜担当教員について＞ 

・1 クラス 80名〜90名とのことから，全学では 17〜8クラス， 

 担当教員数は，1クラス 3名で，51〜54名ということでよろしいでしょうか？ 

・2 年間は同じ教員が担当されたのでしょうか？ 

 今後も含めて，入れ替えがあるとすれば，どの程度の先生が替わる予定でしょうか？ 

・17～8クラスは，時間割上，同時限の開講でしょうか？ 

＜実施環境について＞ 

・アクティブラーニング形式の授業が含まれますが，教室は通常の講義室で足りているのでしょうか？ 

・学生は各自パソコンを持参するとのことですが，同時アクセスした場合の通信環境は大丈夫でしょう

か？ 

＜「基礎ゼミナール」について＞ 

・学生数 10名に対して教員 1名といった説明があったようですが，同授業の担当教員数は何名でしょう

か？ 

・学生のクラス分けはどのようにされているでしょうか？ 

＜教養教育全体について＞ 

・卒業要件に必要な教養教育科目の単位数は，何単位でしょうか？ 

・学部にって異なっているでしょうか？ 

・グローカル科目一覧には，数多くの科目名が並んでいます 

 例えば「地域の社会・文化」には，サブ科目に，-北日本の民俗芸能・祭り-，-地域ボランティア入門

1-，-写真で見る青森の近代-，-地方創生入門 2-，-青森の手工芸基礎-がありますが，これらは扱いとし

ては「地域の社会・文化」の 1科目という理解で良いでしょうか？ 

・-北日本の民俗芸能・祭り-を履修した学生は，-地域ボランティア入門 1-を履修できない，という理解

で良いでしょうか？ 
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【回答６】 

＜担当教員について＞ 

・全学で 18クラスになります。火曜９クラス，木曜９クラスです。 

・教員は１８×３＝５４名体制です。 

・2/3程度が２年間担当，残りの 1/3 程度は毎年交代しています（学科の方針によります）。 

＜実施環境について＞ 

・教室は，コロナ期の「２講義室体制」のときも含めて，教養教育棟（本学では「総合教育棟」と呼んで

います。専門教育でも使用される講義棟です）の講義室のみで足りています。 

・通信環境につきましては、質問１および２への回答をご参照いただけますと幸いです。 

＜「基礎ゼミナール」について＞ 

・基本的には 10名〜20名に対して教員 1名なのですが，医学部医学科はお一人の先生が全員（110名程

度）を担当されています。担当教員数は 90名程度です。 

・学生のクラス分けは各学科にお任せしています。授業内容につきましては，事前に FDを開催し，手引

きとともに１５回分の授業モデルをお示しはしていますが，must での依頼はしておりません。 

＜教養教育全体について＞ 

・卒業要件に必要な教養教育科目の単位数は，全学部共通で，34 単位です。ただし，第５期に向けて見

直し中です。 

・各科目群の卒業所要単位数につきましては，学部・学科によって若干異なります。詳細は，下記 URL記

載の表をご参照いただけますと幸いです。 

https://www.hirosaki-

u.ac.jp/reiki/act/actdata/110001146/current/FormEtc/13000440501000000048.pdf 

・「適宜修得単位」というバッファを設けておりますので，必要単位数を超過した履修も可能となってい

ます。 

 

 

【質問７】 

「地域学ゼミ」での成績評価について、「学生に求められるパフォーマンスは、最低限、問題解決学習に

主体的・能動的に取り組むこと」という点、「十分出席をし、グループワークに全面的に参画している学

生には優を与える」という点、理解いたしました。また、それにより、成績評価での数値化がしやすく、

教員側も比較的評価しやすくなると思いました。その上で、ご質問させていただきます。 

・この成績評価のやり方に（つまり、良い問題設定や解決策の提案等の内容についてあまり評価されない

ことについて）、学生から不満の声が上がったりということはありませんでしょうか。 

・（ご講演スライド p.37）成績評価例の中にある「文献調査課題提出」は、提出したか否かのみで評価さ

れる、つまり調査結果の内容については評価されないという理解で間違いないでしょうか。そうであれ

ば、課題作成について、学生が手を抜いたり、適当に作成したりといったことにはなりませんでしょう

か。或いは、その後の活動で、きちんと課題をおこなっていないと、それが後々響くという仕組み等を作

られているのでしょうか。 

・（ご講演スライド p.37）成績評価例の中にある「報告会：普段からグループを牽引している」という評
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価は、誰がどのようにチェックされているのでしょうか（或いはスライド p.33にある自己評価でしょう

か）。この点、誰がどのように評価するかで、結果にばらつき（或いは不公平感）が出てしまうのではな

いかなと感じ質問させていただきました。 

 

【回答７】 

・本学においても「成績評価に関する異議申し立て」制度を導入しておりますが、地域学ゼミナールに関

しては、私が把握している限りでは、受講生からの異議申し立てはございません。 

・文献調査に関して、評価については提出したか否かのみで判断しておりますが、宿題として調べてきた

文献について、次の週に各班において各自グループ（６人）内で発表し合い、お互いの意見を聞いた上で、

テーマを２〜３個に絞ることを課しています。きちんと調べてきていない学生は、この発表の場におい

てグループメンバーからの信頼を失うことになりますので、それなりの Driving force となっているこ

とを期待しています。 

・普段からグループを牽引しているかどうかを判断するのは、教員です。１クラスには１２〜１３グルー

プありますので、１教員あたり４グループ程度を重点的に見てもらっています。毎週、進捗状況の確認等

を含め、４グループの学生たちと話をしていると、どの学生がリーダー的存在であるかや、どの学生がデ

ータ分析を主として担当しているか、といったことを判断することは難しくありません。なお、学生に

は、名札を毎回つけてもらっています。 

 

 

【質問８】 

教員と TAについても、文理融合でチームを組まれているということ、１つの授業の中で専門分野を越え

て、様々な角度から、より包括的な理解が深まるのではないかと感じました。教員と TAについて、ご質

問させていただきます。 

・（ご講演スライド p.23）担当教員の配置で「取りまとめ教員を決めておくことを推奨する」とあります

が、この取りまとめ教員の役割はどういったものを想定されているのでしょうか。或いは、取りまとめ教

員が行う作業等が予め設定されているのでしょうか。取りまとめ教員を決めることが授業を円滑に実施

することにつながるのではないかと感じ、参考にさせていただきたいと思い、ご質問させていただきま

した。 

・ご講演の中で、今後さらに授業を活性化するには、TA の役割が重要であるというお話がありましが、

その効果を最大限に引き出すために、どのような工夫や取り組みが必要だとお考えでしょうか。（スライ

ドには、FD の充実、謝金の支払い等があがっておりましたが）これまでのご経験から、今後のご計画や

これまでの成功例等についてお伺いできればと思い、ご質問させていただきました。 

 

【回答８】 

・運営サイドから具体的なお願いはしておりませんが、私が担当したクラスにおける取りまとめ教員の

業務は以下のとおりです： 

 成績評価｜３教員の評価の取りまとめ、教員間で大きなばらつきがないかどうかの確認、成績登録

システムへの入力 
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 全１５回の役割分担（スライドを代表して説明する主担当）を決定するプロセスの進行役 

 中間発表や最終プレゼンにおける TA への業務内容の指示 

 最終プレゼン「相互評価」の集計を TA に依頼する際に発生する謝金関連手続きの、事務と TA との

窓口的存在 

 

・TA に関しまして、これまでの成功例として、授業開始以前から交流を開始しコミュニケーションを深

めておくことが重要であることを、担当教員からお伺いしたことがあります。それを踏まえて、今年度の

FDでは、午前は TA のみ、午後は教員＋TA向けに開催し、FD終了後に教員と TAが交流できる場を、用意

することにいたしました。 

また、地ゼミに限らないより長期的な取り組みとして、現在弘前大学では、全学共通の「TA マニュア

ル」を作成しているところです。ここでは、まずは TAの業務内容について整理しますが、将来的には学

部学生でも担当できる SA、および博士後期過程学生が担当する TFについても、業務内容を整理し、○×

表形式で明記する方針で進めております。そのような表において、例えば「機器の準備」は SAでも○と

し、ファシリテーションは「SA は×・TA は○」のように示すことで、TAに求められている能力をより正

確に示すことができるとともに、TAにはより自覚を持って授業に臨んでもらえることを期待しています。 

 

以上 
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【オンデマンド参加者内訳】

職員 0

1

都市デザイン学系 1

総計

非常勤講師

合計 25

教員

25

2

19

理学系 1

28

小計 3

薬学・和漢系

1医学系

令和６年度第１回教養教育院ＦＤ
「新教養教育先行大学(弘前大学)に学ぶ教養改革　 教養教育院ＦＤ2024 vol.1」参加状況

0職員

3合計

【当日参加者内訳】

教員

役員 2

教養教育学系 0

小計

教育研究推進系

理学系 1

非常勤講師 0
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令和６年度第１回教養教育院ＦＤ参加者アンケート集計結果 

 

FD参加者数：27名 

（内訳：教員 27名） 

アンケート回答者数：22 

 

１． 属性を選んでください 

   

 

２．所属を選んでください（教員のみ） 

 

 

100.0%

0.0%

属性

ア．教員

イ．職員

9.1%

63.6%

4.5%

4.5%

4.5%

4.5%

9.1%

教員所属

理事 05教養教育学系

06理学系 07都市デザイン学系

09医学系 10薬学・和漢系

11教育研究推進系

属性  

ア．教員 21 

イ．職員 0 

計 22 

教員所属  

理事 2 

05 教養教育学系 14 

06 理学系 1 

07 都市デザイン学系 1 

09 医学系 1 

10 薬学・和漢系 1 

11 教育研究推進系 2 

計 22 
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３．今回の教養教育院ＦＤに参加しての評価を５段階評価で入力ください。 

 

 

４．今回の教養教育院ＦＤについての感想やご意見があれば、ご記入ください。 

・時間が短かったのが残念。 

・さらに深く知りたい項目がたくさんあり、時間的に消化不足に感じました。質疑応答の

時間はもっとたくさんあった方が良かったと思います。 

・とても参考になりました。 

・教養教育に大学院 TA参加は、良いアイデアと思います。 

・弘前大学の取り組みのご状況がよく分かり、また質疑応答を通じて、資料だけでは得ら

れない貴重な情報を伺うことができ、大変勉強になりました。事前に PPTの資料もいた

だけたのも、とても良かったです。 

・手引きや標準パワポを準備して全学的に教員の協力体制を構築しているところは素晴ら

しいと思った。一方、そのために授業内容がワンパターン化、形骸化してしまい、履修

生の地域志向性がさほど高まらなくなる可能性もあるのではないかと思った。 

・導入系科目の内容と実施体制とについて、具体的な話が伺えて大変参考になりました。 

・弘前大学の先生方のご苦労がよくわかりました。 

・発表自体は、３５分間ほどで、短かった。資料も５０数ページで少なかった。発表は、

分かりやすかったが新味に欠けているように感じた。発表に対するコメントは、ポイン

トを押さえておらず、よくなかった。発表自体以外に、時間をかけているように思っ

た。 

・実際の地域ゼミナールの内容について、発表されたスライド、等を見たかった。具体的

な運営方法等が知りたかった。 

50.0%

36.4%

13.6%
0.0%0.0%

今回のFDに参加しての評価

評価5 評価4 評価3 評価2 評価1

今回の FD に参加しての評価 

評価 5 11 

評価 4 8 

評価 3 3 

評価 2 0 

評価 1 0 

計 22 
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・FDの進め方、chatGPTの使い方の提示について、勉強になりました。 

・他の教育機関における具体的な取り組みを知れて、非常に有用であった。アクティブラ

ーニングなど実施すべきもの・目標は共通であっても、具体的な授業・取り組み内容な

ど教育機関に裁量がある部分に関しては特色が現れており、興味深いと感じた。 

 

５．今後、教養教育院ＦＤで取り上げて欲しいとお考えのテーマがあれば、ご記入ください。 

・グループディスカッションの進め方、評価の仕方などについては、いつも非常に苦労し

ておりますので、ノウハウに踏み込んださらに具体的な内容のを FDをがあればと思いま

した。 

・教養教育と専門教育の連携 

・「教養教育の授業の中での教育系アプリの使用例や利点」「（専門的な観点から）アク

ティブラーニングの際の学生に対する評価方法とその具体例」等が、知りたいなと思い

ます。 

・アントレプレナーシップ教育 

・導入ゼミと情報処理科目の線引きなど。 

・どの分野にも共通する内容として、学生が現在、将来に向けて自身の健康について振り

返ることに関するテーマがあれば良いと思いました。 
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第２回 

 

「新教養教育先行大学(宇都宮大学)に学ぶ教養改革 

教養教育院ＦＤ2024 vol.2」 

『宇都宮大学の新教養科目構成とルーブリックについて』 
 

（令和６年９月 25 日開催） 
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令和６年度第２回教養教育院ＦＤ 実施計画 

テーマ「新教養教育先行大学(宇都宮大学)に学ぶ教養改革 教養教育院ＦＤ2024 vol.2」

１．開催趣旨 

 温暖化に代表される地球環境の劇的変化、コロナ禍、デジタル技術の急速な進展など

世界中で様々なレベルでの人類を取り巻く環境は急激に変化しています。このような

時代の変動を見据えて、これらに対応しうる人材を育成するため大学教育は大きく変

わりつつあります。 

全国の大学を見渡すと、新しい時代に対応した教養教育改革を進め、魅力的な教養教

育を実施している先例が見受けられます。本学では、二年後の令和８年度を教養改革の

転換点と位置づけて大きな改革の準備を進めており、このような先行例を学ぶことで、

私たちの改革をさらに実りあるものへ進めることが可能になると思われます。 

今回のＦＤは、先行事例として宇都宮大学の新教養科目構成とルーブリックについ

てお話しいただき、本学の教養教育改革に資する教訓を得ることを目的として実施し

ます。 

２．開催日時 

令和６年９月 25日（水）13：30～14：30 

３．開催会場 

五福キャンパス共通教育棟Ｄ棟１階 Ｄ１１教室 

４．対  象 

本学教職員、非常勤講師 

５．次  第 

（１）開会挨拶・趣旨説明

片桐 達雄（教養教育院 教育改善推進委員長）

（２）「宇都宮大学の新教養科目構成とルーブリックについて」 

講師：石井
い し い

 和也
か ず や

 氏 

（宇都宮⼤学 ⼤学教育推進機構 基盤教育センター副センター長）

（３）質疑応答

（４）閉会挨拶

武山 良三（教養教育院長）
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本学があるのは、人口 50 万を超える北関東最大の都市「宇都宮」。

栃木県のほぼ中央部に位置するので、都市部はもちろん、県内の中山間地域にも学びのフィールドが広がります。

「地域とともに学生の未来を育て、学生とともに地域の未来を育てる」というスローガンのもと、

地域で深める学びの事例を紹介します。

教職ボランティア入門・学校支援ボランティア

小さな拠点「里山キャンパス益子家」プロジェクト

地域プロジェクト演習

地域とともに持続可能な脱炭素・循環型社会を探究する
「UU3S プロジェクト」

データサイエンス経営学部では、3年次後期に、学部で修得するデータ
サイエンスおよび経営学の知識を活用しながら、地域の協力企業等と
ともに実際のデータを解析するPBL（Project Based Learning）形式
の演習を行います。演習では、企業等が実際に抱えている課題について
データをもとに改善していくプロセスを肌で感じながら、社会実装力を
身に付けていきます。「データサイエンス学系」および「経営学系」の混
成で7人程度のグループを編成し、分野の異なる複数名の教員の指導
を受けつつ、演習に取り組みます。学系混成グループで互いの専門性を
持ち寄りながら取り組むことで、協働するマインドも育んでいきます。

教師の道を志す学生に課される、 数週間におよぶ教育実習に は不安を感じ

る人も多いかもしれません。 共同教育学部では、実習に人る前にも学校現

場で活動する機会が設けられています。小・ 中学校等のニーズに応えて教職

センターが窓口となり、 希望する学生を派遣する「学校支援ボランティア」 制

度と、2年次に授業の一環として小学校で活動する「教職ボンティア入門」です。 

小・中学校の先生のサポートをしながら、授業中や休み時間、 放課後に児童

生徒の学習や活動の支援を行うことで現場での対応力も育まれていきます。

このような活動を通して地域に支えられながら、 自らの学びを深めています。

地域デザイン科学部では、1年次から地域に出て学ぶ授業科目がそれぞれに用意され
ています。3年次では、コミュニテイデザイン学科、建築都市デザイン学科、社会基盤デ
ザイン学科の3学科が混成で5、6人のグループとなり、県内諸地域の課題に主体性を
もって参加するフィールドワーク型の必修授業「地域プロジェクト演習」に取組みます。
課題解決型の授業は、教育の場で多く取り入れられていますが、宇都宮大学のこの取
組みには2つの大きな特徴があります。実際に地域の課題に直面し、既に取組んでい
らっしゃる自治体職員や団体の方たちと一緒に課題の解決に向けて取組めること。同
じ学科の仲間だけではなく、異なる専門性をもつ仲間と共に取組めること。このよう
に、さまざまな立場からの視点を得て、調査設計、課題発見、解決策提案…と次第に形
にしていく過程は、1つの学科だけでは得られない多くの深い学びに満ちています。

機械システム工学コースの星野研究室では、観光や物流、新たな交通手段と
して、パーソナルモビリティロボットの開発を行っています。研究室のプロジェ
クトの一つであった地域企業と共同で制作した試作機は、完成後、栃木県庁
において多くの関係者の前で発表する機会が設けられていました。このプロ
ジェクトには研究室の学生が主体的に取り組み、試作機ではあるものの、自
身の組織の外側の組織と連携して、「モノ」を実社会に送り出すというプロセ
スを実際に経験し、エンジニアとして貴重な経験を得ました。
工学部では、地域の企業や自治体と連携したプロジェクトがいくつも進行し
ています。企業や自治体とともに、社会の課題解決や発展に寄与することは
もちろんのこと、この例のように、プロジェクトに学生を積極的に参画させる
ことにより、理論と実践の両立を伴った、即戦力として活躍できるエンジニア
の育成に努めています。

災害・少子高齢化など多様な問題を、多目的かつ同時的に対処する方策として
注目されているのが「ローカルSDGs/ 地域循環共生圏」という考え方です。栃
木県は都市部と農村部が混在する「ローカルSDGs」の推進に好ましい地理的
条件で、地域循環共生活動も多くの団体によって行われていますが、資金的制
約や高齢化などの問題に直面しています。一方、SDGsや地域の課題解決に向
けて行動したいと考える市民や学生も多数います。このような背景から UU3S
プロジェクトでは、学生が地域NPOの里山保全や小中学生向け再エネ教育
講座などに参加して多様な実践経験をつんだり、オンラインSDGs 上映会な
どを通してをわかりやすく社会に伝え対話の機会を育んでいます。

農業経済学科の西山研究室の学生が中心となり、益子町の農村地域にある古い

小さな空き家を改修し、里山ゼミ室として活用する取り組みを始めています。学

生や地域内外の方と交流するだけでなく、当事者の視点で農村地域の課題解決

を考え、実践していくアクションリサーチの拠点としていくことも目指しています。

学生たちが考えた益子家のコンセプトは、①持続可能や里山を実現できる場所、

②やってみたいができる場所、③多様性が集う場所、④食と農が自分自身に結び

つけられる場所です。空き家改修の他、空き家前の棚田を再生し、ゆうだい 21

の無農薬栽培、マルシェの開催などを行いながら、農村の生産や生活への理解

を深めています。

社会実装実践演習

こ こ に 注 目

1

国際学部

地域デザイン科学部

データサイエンス経営学部

共同教育学部

農学部

地域の企業や自治体と連携したプロジェクトへの参画 

工学部

地域で学ぶ、地域   と学ぶ  
AT

T E N T I ON

※写真はイメージです。
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宇大の教育目標1を具体化する
ために，すべての宇大生が卒
業時に身につけるべき宇大ス
タンダード(汎用的能力)を整理
し，全学DPを新設する。

宇大の教育目標1および2を達成
するために，各部局DPの見直し
と，基盤教育科目および専門教育
科目の整備を行う。

学生が成長実感をもつこと
が可能となる学修成果可視
化システムを構築する。

学生が自身の多様な学びの成果を把握し，
成長を実感できるようにするために，下記の取組を行う。
Ⓐ宇大スタンダードと全学DPの設定
Ⓑ各部局DPへの宇大スタンダードの明示と
DP達成のための科目整備

Ⓒ学修成果可視化システムの修正

基盤教育を出発点として，現代社会に必要な汎用的能力（宇大スタンダード）
を育成します。
【修正前】現代社会に必要なリテラシー，幅広く深い教養と豊かな人間性，そして，知と行動力

を統合した行動的知性を育成するための基盤教育を行います。

宇都宮大学の教育目標

専門教育を通じて，実践的で専門的な知識と技能を涵養します。
【修正前】実践的で専門的な知識を修得するための専門教育を行います。

それらのふたつを有機的に結びつけた４年一貫教育により，幅広い教養と
行動的知性を備え，未来の社会を拓き支える人材を育成します。
【修正前】それらのふたつを有機的に結びつけた４年一貫教育により， "あらたな社会"を拓き

支える人材を育成します。

1

2

3

宇宇
A

宇大スタンダードを新設(4年間を通じ獲得)

宇都宮大学の学位授与の方針(全学DP)の新設
宇都宮大学は，教育目標に定める幅広い教養
と行動的知性を備えた人材を育成するために，
所定の期間在学して必要な単位を取得し，
「宇大スタンダード」に定める汎用的能力と，
所属学部において定める専門分野に関する知
識・技能を獲得した者に学位を授与します。

宇宇

B

各部局DPへの「宇大スタンダード」の明示
各部局のDPに，「宇大スタンダード」を明示するとと
もに，既存のDPの項目を適宜修正する（「宇大スタン
ダード」と重複する項目の削除等）。

DPを達成するためのCP改訂と専門教育科目の整備

高度教養科目の導入等，新カリキュラムを導入する。

基盤教育科目
宇大スタンダードの
基礎固め

専門教育科目
宇大スタンダードの完成
専門の知識・技能の獲得

全学DP
の達成

C

宇大スタンダードの完成を促すための多面的評価
と，成長実感を持つことが可能となる学修成果可
視化システムを構築する。

学修成果可視化システムの修正の方針

すべての宇大生が卒業時に共通して身につけるべき能力
を「宇大スタンダード」として新たに定める。それら能
力の獲得状況を学生自身が把握できるようにするために，
基盤から専門にかけて，特定の科目で重点的にルーブ
リック評価を実施する(教員による評価，自己評価，ピア
評価)。その評価結果は，学生が成長実感を持ち，次の学
びに意欲的に取り組むことが可能となるよう，レーダー
チャートなどを用いて視覚的に表現する。

具体的には，4年間共通のルーブリックを用い(各基準
の詳細説明は，授業科目ごとにアレンジ)，宇大スタン
ダードに関する能力を測定する。この結果を，専門的知
識・技能に関するGPAとともに，1つのレーダーチャー
ト上に表示する。なお，語学力は，外部試験の結果など，
語学力を客観的に示す数値や資格を別に表示する。

理理
育育

CPCP，APPA の改訂とCCPP，APA の改訂の
カリキュラム

改訂
ムム(
とと改訂

ムム((基盤教育・専門教育育)育)の整備
学修者本位の教育の実現に向けた提案案案案案案(2)

宇大スタンダードを新設(4年間を通じ獲得)

宇都宮大学 学位授与 方針(全学 )の新設都宮大 位学位学位の学位の学位学の学位学の学位の学位授与 方授与の方授与の方授与の方授与の方授与の方授与の方授与の方針針針針針針針((((((全学全学全学全学全 DP)の

学修力
自身と向き合いなすべきことを知る

論理的思考力情報活用力 表現力
学修のためのツールを獲得する

協働力 課題解決力
他者を巻き込み社会に貢献する

全学／部局DPを達成するために，全部局でCPの見直
しを行い，これと平行して専門教育科目の整備を行う。

全学DP(宇大STD)を達成するための基盤教育再編

DP，CPと整合の取れた新しいAPの制定
全部局でAPを見直し入学者選抜要項に順次公表する。

※CP，APの見直しを含む。

教員による評価
　自己評価
　ピア評価01 0302

学修者本位の教育の実現

ルーブリックに示された明確な目標に沿い
学修を進め，成果をe-ポートフォリオ上で自
己評価によっても可視化することで，学修の
自己管理を可能とする。さらに，LMSとe-ポ
ートフォリオの連携により学生同士のピア評
価を実施し，オンライン上においても，学生同
士の学び合いを深化させる。このことを通じ
て，自律的学修者を育成する。

ブレンディッド・ラーニングでの学びにおいて，自
己評価力の向上や学修コミュニティーの活用を
可能とする。このことで，激しい変化に晒される
社会において学修の自己管理と学びのバージョ
ンアップができる自律的学修者を育成する。

教学マネジメントの核となる
ブレンディッド・ラーニングの推進
宇都宮大学DX推進計画の一環である本取組は，これま
でにない多様な教育・学修データをもたらす。これらを活
用し，教育・学修成果を検証・可視化することで，全学的教
学マネジメントを動かし，教育・学修の質向上をめざす。

学びのコミュニティー
　個別最適な学修支援
デジタル学修コンテンツ

LMSとe-ポートフォリオを連携させることにより，オンラ
イン上で学生や教員からなる学びのコミュニティーを形
成する。このコミュニティでは，個別最適化された学修支
援を提供するとともに，e-ポートフォリオを通じて，正課内
外における学修仲間を見出すことを可能とする。さらに，
学修を深化させるために，いつでも学修状況に応じたデ
ジタル学修コンテンツが利用できるデータベースを構築
し，自律的学修者を育成する。

三層からなる
教育成果と
学修成果の可視化
機関・教育プログラムレベルでは，ブレ
ンディッド・ラーニングの実施状況を調
査し，可視化する。授業科目レベルでは，
GPA，学生のパフォーマンス，LMS記載
事項等を調査し，可視化する。学修者レ
ベルでは，学修前・中・後の三時点にお
ける学修状況を調査し，可視化する。こ
のことで，社会への説明責任も果たす。

学修者本位の教育の実現教学マネジメントの核となる

ブレンディッド・ラーニングの推進と
多面的評価による自律的学修者の育成

学修者本位の教育の実現教学マネジメントの核となる

多面的評価による自律的学修者の育成
：LMSと連携したe-ポートフォリオの活用を通じて

8 / 11
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宇都宮大学が採択された大学教育再生加速プログラムの取組により，基盤教育改革を進め，
アクティブ・ラーニングの導入と学修到達度可視化システムの構築を行う

宇都宮大学の
基盤教育改革

全学共通のDP※
宇都宮大学は，教育目標に定める幅広い教養 と行
動的知性を備えた人材を育成するために，所定の期間
在学して必要な単位を取得し，「宇大スタンダード」
に定める汎用的能力と，所属学部において定める専門
分野に関する知識・技能を修得した者に学位を授与し
ます。
※部局ごとに設定されたDPのうち，全学で共通した記述となっている箇所を
「全学共通のDP」と呼んでいる。

宇大スタンダードの6つの力
「宇大スタンダード」は，宇大での4年間の学びを通
じて修得すべき6つの汎用的能力を意味している（右
図参照）。これらの汎用的能力は，大学での学びに留
まらず，職業や社会生活の中でも活用されることが期
待されている。

宇都宮大学では，DPのもと，4年間の学
士課程教育を通じて修得すべき汎用的能力
「宇大スタンダード」を定めている。基盤
教育では，宇大スタンダードの基礎固めを
行うことで，全学共通DPの達成に貢献する。
さらに，異なる専門分野の教員が連携し
て開講する科目において，学修者の多様な
力の修得状況を多面的に把握するために，
ルーブリック評価を実施する。このことで，
宇大スタンダードの修得状況を可視化し，
学修者に対して次の学びにおける指針を与
えるとともに，基盤教育で修得できる力に
ついて説明責任を果たす。

令和5年度からの新たな基盤教育

これまでの基盤教育の主要な課題と改善策

宇大スタンダードの6つの力の修得状況を
可視化する仕組みを構築する必要性

文理横断・文理融合型科目の充実
課題発見・解決力を修得させる科目の充実
異なる専門分野の教員が連携し，基盤教養科
目および高度教養科目において，課題発見・
解決型の内容を実施する。また，リベラル
アーツ科目において，様々な学問分野の問い
に触れさせ，学びの幅を広げる。このことで，
広い視野を持ちながら多くの課題に向き合う
ことができる力を修得できるようになる。

宇大スタンダードの修得状況をルーブリック
評価にて可視化する科目として，1年次に履修
する基盤教養科目と，3(4)年次に履修する高
度教養科目を新設する。これらの科目の新設
により，1年次と比較して宇大スタンダードの
修得状況にどのような変化がみられたかとい
うことを学修者自身が把握できるようになる。

基盤教育改革のあゆみ

R1 「教学マネジメント確立のためのガイドライン」制定

R2 教学マネジメント支援室（現・教学マネジメント企画室）設置
新たなDPを設定するための具体的な議論を開始

R3 宇大スタンダードと全学共通のDPの設定について教育研究評議会にて承認
この承認を受け各部局DPの改訂作業が開始

基盤教育改革WGが発足し改革の方針について検討を開始

R4 DPを達成するための授業科目・教育課程を編成するために
第4期中期計画を踏まえ下記取組を全学的に行う

1. 全学／部局DPを達成するためのCPの改訂と専門教育科目の整備
2. 宇大スタンダードを達成するための基盤教育の再編
3. DP，CPと整合の取れた新しいAPの制定
基盤教育改革WGは上記の2を実現するために検討を重ね令和5年度から
新カリキュラムを実施（予定）

R5 令和5年度入学者より基盤教育の新カリキュラムを実施
高度教養科目は令和7年度より実施（予定）

第4期中期計画（抜粋）
(4) 高度な専門知識と幅広い教養及び行動的知性を身に付けた人材を育成するために，…（中略）…「宇大スタンダー
ド」を基に，各教育プログラムのカリキュラムの精選・見直しを行うとともに，高度教養科目の新設を含め複眼的視
野を獲得させるための教養科目拡充など基盤教育の再編を行う。

▶中教審大学分科会大学振興
部会にて，文理横断・文理融
合教育等の推進について議論
を開始（R4）。

▶中教審大学分科会において，
「教学マネジメント指針」が
取りまとめられる（R2）。

▶ 「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」(H30，中教審答申)にて，「一般教育・共通教育においても
従来の学部・研究科等の組織の枠を超えた幅広い分野からなる文理横断的なカリキュラムが必要」と指摘される。

H26
～R1

教養科目

高度教養科目 3(4)年次で，異なる専門的知識・技能を修得しつつある者と対話する力を身につける

リベラルアーツ科目 幅広い「問い」に触れ学びの幅を広げることにより，
自らを多様な世界へと解き放つ

基盤教養科目 1年次の時点で知の統合(学際的内容)と知の活用(課題解決型の内容)を試みる

リテラシー科目 あらたな社会で活躍するための知識・スキル・考え方を身につける

宇大英語プログラム(EPUU) スポーツと健康 データサイエンス入門 SDGs入門

初期導入科目 新入生に向けて「大学での学び」とはどのようなものかを理解させる
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消毒投票ゴミ箱：机を消毒した使用
済みウェットティッシュで投票する。
投票テーマは月替わり。結果発表で
はテーマに関連する知識を紹介する
など、学修に役立つ工夫も。

●学修環境の整備や、能動的な学修を促すための企
画・相談を実施。
●学修に役立つ情報をまとめた掲示物や冊子の作成。

同じ目線で支え合う心強い仲間たち

222
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学修環境の整備

相談対応

●４月の新入生対象履修相
談会をはじめ、レポート相
談会、各学部ゼミ紹介イベ
ントなど、宇大生の「学修
力」を高めることを目指し
た様々なイベントを企画・
実施。

●学生生活や進路、履修登録に関するこ
となど、幅広い相談に対応。
●週に1回の定期相談窓口を開設するほ
か、Web上でも相談を受付。

アカデミックサポート
大学院生及び学部４年生がレポートの

書き方やプレゼンテーションの方法、数
学・物理・化学等の学修方法など、学術
的な内容の相談に対応。定期／不定期に
デスクを開設。

●宇大ラーニングサ
ポーターの最新情
報はこちらから

ラーニング・コモンズ（峰キャンパス5号館）
全ての宇大生が自主的な学修のために利用でき

る学びの空間。自習のほか、話し合いにも適した
座席配置や壁一面のホワイトボード等の設備に加
え、個室型ワーキングブースや少
人数ゼミに利用できる場所もあ
り、多様な学修に対応。
開室時間　平日午前10時～午後8時50
分（夜間スタッフ不在時は午後5時まで）

令和６年度新入生対象
履修相談会

日時：令和６年４月４日（木）
～19日（金）

場所：ラーニング・コモンズ
時間帯等詳細はSNSで告知

個室型ワーキングブース：オンライ
ン授業や集中して学修したいときに
利用可能。

ラーニング・コモンズ
ウェブサイト

ウェブサイト

※今号の表紙は宇大ラーニングサポーターの協力のもと、主な活動場所であるラーニング・コモンズで撮影しました。

国際学部ゼミ紹介イベントの様子

新入生対象履修相談会

イベントの企画・実施

高松　将人
工学部基盤工学科４年　

一人一人が主体的に行動する
宇大ラーニングサポーターは特定のリー

ダーを決めずに、全員がリーダーシップを
発揮しながら活動することが一つの特徴で
す。各自が主体的に動くことを意識して活
動しています。私は元々、主体的な行動は
苦手でしたが、一人一人が自立しつつも皆
で支え合いながら活動してきたので、今で
は積極的に行動できるようになり、成長を
実感しました。

コロナ禍での経験が原動力に
入学したときはコロナ禍で、オンライン

授業が続きました。友達ができず、先輩も
知らず、縦横のつながりがなくて情報を収
集できないので学修面で苦労しました。だ
からこそ、ラーニングサポーターの活動を通
して困っている学生を手助けしたいという思
いがあり、その実現が一番のやりがいです。

佐藤　芽以
農学部森林科学科２年　

自分と同じ宇大生のために
人と話すこと、関わることが好きなので、

それを誰かを助けることに生かせたらいい
なと思い、この活動に参加しました。自分
と同じ宇大生をサポートすることを通じて、
自分の働きが役に立っていることを実感で
きます。オープンキャンパスでは高校生が
持つ不安の解消に貢献することができ、今
後も続けたいと思いました。

仲間から学んだ「傾聴と受容」
新しい取り組みを始めようと呼びかけた

ときに手伝ってくれる仲間の存在は心強い
です。先輩の活動に学ぶことも多く、特に
相手の話を聴き、相手を受け入れる「傾聴
と受容」が大切だと思いました。自分のコ
ミュニケーションにも応用でき、自分を見
直すきっかけになりました。

宮澤　岳暉
共同教育学部数学分野４年

学生だからこそできること
人に寄り添ったり、人の話を傾聴したり

という教員に必要なスキルを磨きたいとい
う思いから参加しました。履修相談会など
では、同じ学生の目線で話を聴き、アドバ
イスをしました。学生同士だからこそ聴け
る悩みもあるので、そこに携わることがで
きるのは、ラーニングサポーターの魅力で
あり、やりがいだと感じています。

着実に改善していく実行力
学生を支援するといっても自分も学生な

ので、自己研鑽に励んでいて、実行する力
が高まってきたと感じます。また、「学長テ
ィータイム」で広報活動の必要性について
学長に直接アピールする機会があり、その
成果として教務ポータル上でラーニングサ
ポーターの情報を発信できるようになりま
した。

黒岩　美穂
国際学部国際学科２年　

組織づくりを経験
いろいろなことに挑戦してみたいという

思いがあり、１年生のときから活動してい
ます。しっかり活動できる組織にするため
にはどうしたらいいかを考え、そのプロセ
スに携われたことはいい経験でした。新入
生向け履修相談会では、一人一人に寄り添
って話をしていく中で、不安気な新入生が
安心してくれたことが嬉しかったです。

大学での学修方法を考えるように
学修面のサポートを通じて学修へのアプ

ローチを考える機会が増えました。レポー
ト作成やディスカッションで何が必要なの
か、プレゼンテーションにおける質問力な
ど、入学したばかりの頃はそれほど興味が
なかった、大学で勉強するためのスキルに
興味を持つようになりました。

古川　京弥
工学部基盤工学科４年　

過去の自分と重なる新入生
新入生のときにコロナ禍で苦労した経験

から、困っている学生の相談相手になりた
いと思ったことがサポーターになった動機
です。４月の履修相談会に参加した新入生
が入学当時の自分と同じような悩みを抱え
ていると感じ、経験からアドバイスしまし
た。感謝されたときはこの活動をやってい
て良かったと思いました。

自分で答えを出せるようにサポート
学生からの相談に対応していくうち、相

手にどんなバックグラウンドがあって、な
ぜその問題にたどり着いたのか、過程を考
えるようになりました。サポーターは答え
を提示するのではなく、学生自身が答えを
出せるよう促すのが役割だと思うので、そ
の過程を気にかけるようにしています。

2月23日、宇大ラーニングサポーターの
発案による交流会を峰キャンパスで開催し
ました。この交流会は、大学や高校でピア
サポートに携わっている学生同士の交流を
深めるとともに、ピアサポートに求められ
る知識やスキルを身につけることが目的で
す。当日だけではなく準備段階から交流を
深めることを目指し、他大学の学生と定期
的にミーティングを行い、企画内容につい
て議論を重ねました。
当日は宇大を含め５校のピアサポート関

連団体が集まりました。各校のサポート組
織について情報交換をしながらピアサポー
ト組織の在り方を考えるセッションと、ピ
アサポートを行う上で必要なファシリテー
ションや傾聴力などについて学ぶセッショ
ンの2つに分かれ、議論を行いました。
宇大ラーニングサポーターは、今回の交

流会での学びを生かし、より質の高いサポ
ートを提供していきます。

ピアサポート団体の交流会
“Peer Link with U”
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ルーブリック評価
ガイドブック
ルーブリックの作成と活⽤のガイド
本ガイドブックは，「ルーブリック評価の実
施⽅針」に沿ってルーブリック評価を実施する
際の参考となる情報を提供することを⽬的とし
ています。具体的には，ルーブリックの基本的
な作成⽅法と活⽤⽅法について説明しています。
もちろん，本ガイドブックを参考にしながらも，
各授業の実情に応じて，作成⽅法・活⽤⽅法に
⼯夫を加えて頂ければと思います。

なお，教務ポータル内のルーブリックの機能
（「⾃⼰評価シート作成」，「⾃⼰評価シート
⼊⼒」）については「履修カルテマニュアル」
をご覧下さい。

C  O  N  T  E  N  T  S

ルーブリックとは

ルーブリックの種類

ルーブリック活⽤の意義

ルーブリックの作成⽅法

ルーブリックの活⽤⽅法

ルーブリックのサンプル

参考⽂献

宇都宮⼤学
Plus-DX推進チーム

2023年9⽉
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ルーブリックとは
ルーブリックとは学修上の⽬標の達成度
を判断するため，評価の観点と，観点の尺
度を数段階に分けて⽂章（記述語）で⽰し
た評価の基準から構成される評価ツールを
指します。
学修活動のプロセスや，成果物に含まれ
る思考⼒や表現⼒，理解の深さや質を捉え
たいときや，実験・実習・実技を通して学
⽣のパフォーマンスを観察し，そこに現れ
る様々な技能を捉えたいときに，ルーブ
リックを活⽤することができます。

観点 基準4 基準3 基準2 基準1

観点A (論理的思考⼒) 観点A，基準4
の説明を記述

観点A，基準3
の説明を記述

観点A，基準2
の説明を記述

観点A，基準1
の説明を記述

観点B (情報活⽤⼒) 観点B，基準4
の説明を記述 …… …… ……

観点C (表現⼒) 観点C，基準4
の説明を記述 …… …… ……

観点D (学修⼒) 観点D，基準4
の説明を記述 …… …… ……

観点E (協働⼒) 観点E，基準4
の説明を記述 …… …… ……

観点F (課題解決⼒) 観点F，基準4
の説明を記述 …… …… ……

◀模範的 評価の基準 要改善▶

評
価
の
観
点

最も単純な⾔い⽅をすれば，ルーブリックと
は「ある課題について，できるようになっても
らいたい特定の事柄を配置するための道具」で
ある。ルーブリックは，ある課題をいくつかの
構成要素に分け，その要素ごとに評価基準を満
たすレベルについて詳細に説明したもので，
様々な課題の評価に使うことができる。例えば，
レポート，書評，討論への参加，実験レポート，
ポートフォリオ，グループワーク，プレゼン
テーションなどである。

（Stevens and Levi 2013=2014: 2）

ルーブリックの構成

評価の観点

⼀般的には，学⽣に⾝につけさせたい（測定し
たい）能⼒や知識などを記載したり，課題の評価
項⽬（例えば，レポートの「構成」や「論理性」
など）を記載したりします。
ルーブリックの活⽤場⾯によって記載するが異
なります。

教務ポータル内でルーブリックを作成・活⽤
する際には，宇⼤スタンダードの6つの⼒（上の
表の左列丸括弧内に記した⼒）から1つ以上を選
び，評価の観点とすることになります。なお，
基盤教養科⽬，⾼度教養科⽬，4年次の専⾨教育
科⽬は，6つの⼒すべてを評価の観点とします。

評価の基準

何段階かの評価の基準（レベル）を設けた上で，
観点ごとの基準を満たすためにはどのようなこと
ができていなければならないか（⾏動として現れ
ることが望ましい内容），具体的な説明を記述し
ます。
ルーブリックによって各基準の意味は異なりま
すが，例えば基準を4段階に分けた場合には，下記
の通り整理できます。

基準4：⼗分に⽬標を達成している
基準3：最低限のレベルで⽬標を達成している
基準2：⽬標達成のための努⼒が必要である
基準1：根本的な改善が必要である71



ルーブリックの種類
ルーブリックにはいくつかの種類（策定
単位）があります。まず，課題ルーブリッ
クです。これは，授業内で提⽰するレポー
トやプレゼンテーション，実験等の課題に
対して活⽤できるルーブリックを指します。
次に，授業ルーブリックです。これは授
業科⽬の到達⽬標をルーブリックで⽰した
ものです。
最後に，カリキュラムルーブリックです。
これはカリキュラム全体に対して作成した
ルーブリックです。

カリキュラムルーブリック
カリキュラム全体における到達度を測定

授業ルーブリック
授業の到達度を測定

課題ルーブリック
レポート，プレゼン，実験等
各種課題の到達度を測定

課題ルーブリック
レポート等の課題について，ルーブリックを⽤
いて具体的な達成⽔準を事前に明らかにすること
により，課題において何を求めているかを明確に
すします。課題の返却時にルーブリックの評価結
果を添えることにより，学⽣が⾃⾝の達成できて
いる部分とそうでない部分を具体的に把握でき，
次の学修へつなげるためのきっかけになります。

策定単位 課題単位（レポート，プレゼン
テーション，グループワーク，
実験，実習等の各種課題）

活⽤⽬的 学⽣の成績評価のため

学⽣⾃⾝の到達度確認のため

授業ルーブリック
各授業科⽬の到達⽬標についてルーブリックを
作成し，具体的な達成⽔準を事前に明らかにする
ことで，学⽣が⾃⾝の達成度を都度把握し，今後
の学修で何をすべきか理解できるようにします。
また，複数の教員が担当する授業科⽬において，
担当教員同⼠で協議の上でルーブリックを活⽤す
ることにより，評価に関する共通理解を構築し，
評価の⽔準を⾼めることも可能です。

策定単位 授業科⽬単位

活⽤⽬的 学⽣の成績評価のため
学⽣⾃⾝の到達度確認のため

カリキュラムルーブリック
各教育プログラムのDP（学位授与の⽅針）に定
められた資質・能⼒等を測定するためのルーブ
リックを作成し，DPに定められた特定の資質・能
⼒等の到達度について，学⽣および教員が把握で
きるようにします。また，学修成果の可視化の観
点から，⼀⼈ひとりの学⽣が⾃⾝の学修成果を説
明することを可能にします。

策定単位 教育プログラム単位（特に卒業
研究や卒業論⽂等，キャップス
トーンに位置付けられる科⽬で
の活⽤が想定できる）

活⽤⽬的 DPの到達度の把握のため

教務ポータルを⽤いてルーブリックを活⽤する場合には，後に説明するように，授業の到達⽬標から
ルーブリックの記述内容と具体的な評価⽅法（レポート作成，プレゼンテーションやグループワークの
実施等）を考え，それを宇⼤スタンダードの6つの⼒に対応させていく⽅法があります。
この⽅法でルーブリックを作成した場合には，上記の「課題ルーブリック」を作成し，活⽤するとい
うことになります。

72



ルーブリック活⽤の意義
曖昧な⽬標の明確化に役⽴つ
例えば，レポート課題で論理的に説明できることを⽬標として掲げる際に，ルーブリックに「論理的
な説明とはどのようなことか」という説明を具体的に書き込むことで，学⽣に対して⽬標を明確に⽰す
ことが可能になります。

教員が期待していることを学⽣に理解させるために役⽴つ
課題とともにルーブリックを配付すれば，学⽣は，教員が何を望んでいるのか，また，エネルギーを
どこに集中させるべきなのかをより深く理解することができるようになります。

学⽣の⾃⼰改善を助ける
学⽣がルーブリックを使って提出前に⾃分の課題を⾃⼰評価するように促せば，学⽣がメタ認知（学
び⽅を内省することにより学び⽅を理解すること）という⼀⽣涯の重要なスキルを伸ばす⼿助けをする
ことができるでしょう。

フィードバックが容易になり短時間で⾏えるようになる
ルーブリックの表に具体的な記述があるため，学⽣のパフォーマンスに即した箇所をチェックするだ
けで，どの観点が達成できており，どの観点が向上の必要があるかを容易に伝えることが可能です。特
に，多⼈数授業の場合は，学⽣の課題に⼀つ⼀つコメントを付すと負荷がかかるので，ルーブリックの
メリットを感じることができるでしょう。

⼀貫性のある評価／偏りのない評価を⾏えるようになる
特に多⼈数の学⽣の課題を評価する場合には，最初に評価した課題と最後に評価した課題とで，基準
がブレることなく⼀貫性のある評価をすることができます。また，複数の教員で評価をする場合に，教
員によって評価に偏りが⽣じることを抑えることができます。

学⽣との意⾒の対⽴を減らすことができる
評価基準を明確に⽰すことにより，評価に関する学⽣からの抗議（「なぜあの学⽣が提出した課題の
評価が⾼く，私の評価は低いのか」等）を防ぐことができます。教員は，⾃⾝の評価の仕⽅について説
明することに時間を費やすのではなく，学⽣のパフォーマンスをいかにして向上させることができるか
という助⾔に⼒を注ぐことができるようになるでしょう。

ルーブリックのデメリットとして，学⽣がルーブリックに⽰された観点のみに焦点を当てること
で，ルーブリックを⽤いなければ伸びていたかも知れない能⼒の伸びが阻害される可能性が指摘さ
れています。
例えば，レポート課題の発表とともにルーブリックを⽰した場合，教員が期待している事柄は確
実に満たしているが，均⼀的で独創性に⽋けるレポートが提出されてしまうことがあります。独創
性など，教員の予想を超え出たプラスアルファの要素を持つレポート執筆を促すためには，このこ
とを予めルーブリックに書き込むとよいでしょう。例えば，ルーブリックの表の中に，教員の予想
を超えることを推奨するという明確なメッセージを記述するといった⽅法が考えられます。

また，ルーブリックは学⽣へのフィードバックを少ない労⼒で可能にしますが，内容に即した個
別コメントを期待する学⽣もいます。その際には，まず，ルーブリックを通じたフィードバックを
もとに⾃⾝の学修のふり返りを⾏うよう促し，それでも個別フィードバックが必要な場合には，別
途の対応を⾏う必要があるでしょう。
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ルーブリックの作成⽅法
ルーブリックを作成する際には，既存の
ルーブリックを参考にすることで，少ない
労⼒で作成できます。多くのルーブリック
がオンライン上で公開されていますので，
それらを参考にするとよいでしょう。
モデルとなるルーブリックが⾒当たらな
い場合には，新たなルーブリックを作成す
るために，右に記した4つのステップを経る
とよいでしょう。

ルーブリック作成の4つのステップ

1. ⽬標や課題のふり返り
2. リストの作成
3. グループ化と⾒出し付け
4. 表の作成

1. ⽬標や課題のふり返り
⽬標や課題のふり返りのステップでは，授業の到達⽬標や，課題を通じて学⽣に何を達成することを
求めていたかを振り返ります。ふり返りの際には，下記のような問いかけを⾏い，どのようなルーブ
リックを作成すべきか考えるとよいでしょう。

l 学⽣にどのような⽬標に到達して欲しいか
l ⽬標の到達に向けた取組において学⽣に発揮して欲しいスキルは何か
l ⽬標に到達するために学⽣が⾏う必要があるのはどのような活動家か
l 学⽣が⽬標に到達した場合にどのようにそのことを⽰せばよいか
l 最も優れたパフォーマンスにはどのような特徴があるか
l 最も評価の低いパフォーマンスにはどのような特徴があるか

2. ⽬標のリストの作成
⽬標のリストの作成のステップでは，まず，授業を通じて学⽣がどのような⽬標を達成して欲しいか
を考え，到達⽬標のリストを作成します。到達⽬標は，教員が学⽣に期待するものであると同時に，学
⽣が学修を進める際の羅針盤ともなり，教員と学⽣とで⽬標を共有しながら授業を進⾏する上で⾮常に
重要なものです。
例えば，1年次の学⽣に，⼤学での学修スキルを集中的に⾝につけさせる科⽬では，以下のような到達
⽬標のリストを挙げることができます。

① ⼤学での学びにおいて必要となる能⼒を理解できる
② 適切な⽅法で情報を収集し，整理することができる
③ ⾃分の考えを整理し，他者に対して論理的に伝えることができる
④ 他者と協働し，ひとつの成果を⽣み出すことができる
⑤ ⾃ら問いを⽴て，その答えを導き出すための努⼒をすることができる

次に，それぞれの到達⽬標について，最も⾼いレベルに到達していると判断できる⾏動を考えていき
ます。例えば，③の最⾼レベルを考えると，以下のような⾏動のリストを考えることができます。

③ ⾃分の考えを整理し，他者に対して論理的に伝えることができる
a. ⾃分の考えを実証的・論理的に説明するために根拠となる資料や情報を効果的に選択している
b. ⽬的に沿って⼗分な量の資料を適切に収集している
c. 各資料の特性を理解し，情報の正確性・信頼性を評価している
d. 資料に記載の情報を適切かつ効果的に活⽤している
e. 他者に対して⾃分の考えを伝える際に正確で明快な⾔語表現や図表表現を⽤いている
f. 背景の異なる他者に対しても⾃らの考えを理解しやすく伝達している

74



3. グループ化と⾒出し付け
グループ化と⾒出し付けのステップでは，到達⽬標ごとに考えた最⾼レベルの⾏動リストを，類似の
ものが同⼀のグループになるように分類していきます。分類を⾏ったら，各グループに⾒出しを付けま
す。この⾒出しがルーブリックの評価の観点となります。
教務ポータルにてルーブリックを活⽤する際には，宇⼤スタンダードの6つの⼒が評価の観点として設
定されていますので，各グループがどの⼒に分類できるかを考えていきます。
例えば，先ほどの到達⽬標③の⾏動リストをグループ化し，宇⼤スタンダードの⼒に分類すると，以
下のようになります。

4. 表の作成
表の作成のステップでは，3のステップで付けた⾒出しを評価の観点とし，評価の基準を設定してルー
ブリックの表を作成します。評価の基準は，4, 3, 2, 1などの数字以外にも，「模範的／標準的／要改善／
再学修の必要あり」などの評語を付すこともできます。
先ほどの到達⽬標③の⾏動リストについて，教務ポータルのルーブリックに整理すると，次のような
表を作成することができます。具体的には，まず，最⾼レベルの⾏動リストを基準4の列に記し，次に，
最も低いレベルを1の列に記します。最後に，中間段階の3と2を記述するとよいでしょう。

③ ⾃分の考えを整理し，他者に対して論理的に伝えることができる
論理的思考⼒
a. ⾃分の考えを実証的・論理的に説明するために根拠となる資料や情報を効果的に選択している
b. ⽬的に沿って⼗分な量の資料を適切に収集している
情報活⽤⼒
c. 各資料の特性を理解し，情報の正確性・信頼性を評価している
d. 資料に記載の情報を適切かつ効果的に活⽤している
表現⼒
e. 他者に対して⾃分の考えを伝える際に正確で明快な⾔語表現や図表表現を⽤いている
f. 背景の異なる他者に対しても⾃らの考えを理解しやすく伝達している

2~3のステップを通じて⾏動リストを吟味することで，それぞれの⾏動をどのような⽅法で評価できる
か，ということも明確になっていきます。上の例では，a~fのすべての⾏動を，レポートを作成させるこ
とで評価できると考えられます。または，レポートでは特にa~dについて評価をし，eとfをプレゼンテー
ションの実施で評価をするということも考えられます。各授業の性質に応じて，どのような⽅法を採る
かは変わってきます。
なお，例えばレポートを課すことをはじめから決めていた場合にも，レポートを作成する際の最⾼レ
ベルの⾏動リストを考え，上記と同様に分類を⾏うことが可能です。

観点 4 3 2 1

論理的思考⼒
□⾃分の考えを実証的・
論理的に説明するために
根拠となる資料や情報を
効果的に選択している

□⾃らの考えを⽀える根
拠となる資料や情報を⽰
している

□⾃らの考えを⽭盾や⾶
躍なく筋道⽴てて説明し
ている 

□⾃らの考えや感想を説
明している 

情報活⽤⼒

□⽬的に沿って⼗分な量
の資料を適切に収集して
いる
□各資料の特性を理解し，
情報の正確性・信頼性を
評価している
□資料に記載の情報を適
切かつ効果的に活⽤して
いる

□多くの資料を収集して
いる
□各資料の特性を理解し
ている
□資料に記載の情報を適
切に活⽤している

□必要最低限の資料を収
集している
□資料に記載の情報を利
⽤している

□単⼀の資料を⼊⼿して
いる
□資料に記載の情報を断
⽚的に引⽤している

表現⼒

□他者に対して⾃分の考
えを伝える際に正確で明
快な⾔語表現や図表表現
を⽤いている
□背景の異なる他者に対
しても⾃らの考えを理解
しやすく伝達している

□正確な⾔語表現や図表
表現を⽤いている
□他者が理解できるよう
に⾃らの考えを伝達して
いる

□⾔語表現や図表表現を
⽤い，⾃らの考えを伝達
している

□⾔語表現あるいは図表
表現のみで⾃らの考えを
伝達している
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表に記す記述は，以下の点を踏まえ，適宜修正を加えるとよいでしょう。

ここまで，⼤学での学修スキルを集中的に⾝につけさせる科⽬の到達⽬標③のみを取り上げ，ルーブ
リック作成の過程を説明してきました。しかし，同科⽬には他に4つの到達⽬標がありますので，これら
についても上記の⼿順を経てルーブリックに記述していくことになります（下表参照）。
ただし，「①⼤学での学びにおいて必要となる能⼒を理解できる」に関しては，学⽣に何らかの⾏動
をさせるよりも，座学によって基本的な知識を⾝につけさせる⽅が望ましいと⾔えます。したがって，
①についてはルーブリックからは除外し，確認テストなどで知識の修得状況を確認すべきです。このよ
うに，各授業の到達⽬標に応じて，複数の評価⼿法を適切に組み合わせるとよいでしょう。

観点 4 3 2 1

論理的思考⼒
□⾃分の考えを実証的・
論理的に説明するため
に根拠となる資料や情
報を効果的に選択して
いる

□⾃らの考えを⽀える根
拠となる資料や情報を
⽰している

□⾃らの考えを⽭盾や⾶
躍なく筋道⽴てて説明
している 

□⾃らの考えや感想を説
明している 

情報活⽤⼒

□⽬的に沿って⼗分な量
の資料を適切に収集し
ている
□各資料の特性を理解し，
情報の正確性・信頼性
を評価している
□資料に記載の情報を適
切かつ効果的に活⽤し
ている

□多くの資料を収集して
いる
□各資料の特性を理解し
ている
□資料に記載の情報を適
切に活⽤している

□必要最低限の資料を収
集している
□資料に記載の情報を利
⽤している

□単⼀の資料を⼊⼿して
いる
□資料に記載の情報を断
⽚的に引⽤している

表現⼒

□他者に対して⾃分の考
えを伝える際に正確で
明快な⾔語表現や図表
表現を⽤いている
□背景の異なる他者に対
しても⾃らの考えを理
解しやすく伝達してい
る

□正確な⾔語表現や図表
表現を⽤いている
□他者が理解できるよう
に⾃らの考えを伝達し
ている

□⾔語表現や図表表現を
⽤い，⾃らの考えを伝
達している

□⾔語表現あるいは図表
表現のみで⾃らの考え
を伝達している

学修⼒

□⾃ら進んで新たな知識
や能⼒を⾝につけるた
めに，⾃⾝の学修の到
達状況について⼗分理
解し，授業外において
も積極的に学びを深め
ている
□教員や他の学⽣からの
多様な意⾒に⽿を傾け，
⾃らの考えを柔軟に改
善している

□⾃ら進んで新たな知識
や能⼒を⾝につけるた
めに，⾃⾝の学修の到
達状況について理解し，
学びを進めている
□教員や他の学⽣からの
多様な意⾒に⽿を傾け
ることで，⾃らの考え
の改善点を⾃覚してい
る

□新たな知識や能⼒を⾝
につけるために，教員
からのアドバイスを理
解し，学びを進めてい
る
□教員や他の学⽣からの
多様な意⾒に⽿を傾け
ている

□与えられた課題のみに
取り組むなど，必要最
低限の学びを進めてい
る
□教員や他の学⽣からの
意⾒のうち，⾃らの意
⾒と共通性の⾼い意⾒
に⽿を傾けている

協働⼒

□他の学⽣と共に活動す
る際に，⾃分の役割を
⼗分に理解し，他の学
⽣に⾃ら声をかけ積極
的に協⼒し合いながら
取り組みを進めている

□他の学⽣と共に活動す
る際に，⾃分の役割を
理解し，協⼒し合いな
がら取り組みを進めて
いる

□他の学⽣と共に活動す
る際に，他の学⽣と協
⼒し合いながら取り組
みを進めている

□他の学⽣と共に活動す
る際に，⾃分の判断の
みで作業を進めている

課題解決⼒

□物事を複数の側⾯から
⾒ることで，⾃ら具体
的な問いを⽴て，その
答えを導き出している
□諸課題に優先順位を付
け，解決に向けた計画
を⾃ら⽴案し，進捗状
況に応じて計画を改善
しながら取り組みを進
めている

□⾃ら問いを⽴て，その
答えを導き出している
□課題の解決に向けた計
画を⾃ら⽴案し，計画
に沿って取り組みを進
めている

□⾃ら問いを⽴て，その
答えを導き出すために
必要な学びを進めてい
る
□課題の解決に向けた計
画を⽴案し，取り組み
を進めている

□与えられた問いについ
て，その答えを導くた
めの試みを⾏っている
□課題の解決に向けた取
り組みをしている

l 学⽣が実⾏できる⾏動を記述する必要があるため，「~している」や「~できる」等の表現にする。
l 何を評価したいのかということを明確にし，必要に応じて数値を記載する（例えば，「3本以上の
論⽂を挙げ意⾒を述べている」「1~2本の論⽂を挙げ意⾒を述べている 」「論⽂以外の資料のみ
を挙げ意⾒を述べている 」「資料に基づかず⾃説のみを展開している」）。

l 評価をしやすくするため，また，学⽣が学修の⽬安として活⽤しやすくするため，可能な限り1つ
の⽂章に1つの⾏動のみを記す。

l 実際に観察可能な⾏動を記す。
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ルーブリックの活⽤⽅法
ルーブリックを効果的に活⽤するためには，学⽣が評価の観点および評価の基準を⼗分に
理解する必要があります。そのため，ルーブリックの利⽤開始前に，学⽣に対し，ルーブ
リックの記述内容の意味や利⽤⽅法について説明をする必要があります。また，ルーブリッ
ク活⽤のタイミングについても⼗分に吟味する必要があります。
以下では，教務ポータルのルーブリックを活⽤する場⾯について，説明していきます。

ルーブリック活⽤の⼿順 学⽣の取組教員の取組

初回授業 授業の中盤 15回⽬の授業終了時

ルーブリックの提⽰

ルーブリックを理解

ルーブリックを⽤い
て⾃⼰評価や学⽣同
⼠のピア評価を実施

最終的な評価を実施

最終的な⾃⼰評価を⾏い授
業を通じた学修成果を把握

意義と活⽤⽅法を
⼗分に説明する

ルーブリックを⽤い
た評価を⾏って今後
の課題を⾃覚させる

教務ポータル等を活⽤し
適宜フィードバックを⾏う

ルーブリックの効果検証

・到達⽬標の達成に寄与したか
・到達⽬標の達成状況を的確に
評価できたか

ルーブリックを通じ到達
⽬標を明確に意識させる
▶学⽣と教員とで到達
⽬標を共有する

評価やフィードバックの情報を蓄積し，
次年度以降の授業で活⽤

教務ポータルを活⽤

初回授業で提⽰

ルーブリックによる形成的評価（フィードバック）

通常の評価も加えた総括的評価

教務ポータル等で，学⽣同⼠で学び合い，助⾔し合う
環境を⽤意するのが望ましい（教員からだけでなく，
同じ⽴場の学⽣からもフィードバックが得られる環境
を⽤意する）。

ルーブリックによる形成的評価(授業の中盤における教
員からのフィードバック)は，現時点での到達度と今後
の課題について，⼤まかな⽬安を⽰す。この⽬安をも
とに，今後の授業で具体的に何をすべきか⾃ら考える。
加えて，教員や他の学⽣からの助⾔も受ける。

ルーブリックは，学⽣の様々な学びの成果
を効率的に評価し，⼀貫性のあるフィード
バックをすることができる。ただし，ルー
ブリックの各観点・基準の意味を学⽣に⼗
分に説明する必要がある。

各回の授業で，「今回の授業では，ルーブ
リックのこの観点が重要になります」と説
明することで，各観点を常に意識させると
いう⽅法もある。

上図の通り，ルーブリックは，授業の初回，授業の中盤，授業終了時といったタイミングで活⽤する
ことができます。
授業の初回では，ルーブリックの趣旨や記述内容などについて学⽣に理解させます。場合によっては，
ルーブリックの利⽤を試⾏することで，初回時点で⾃⾝がどの程度の⼒を備えているか，⾃⼰診断を⾏
わせることもできます（診断的評価）。
授業の中盤では，ルーブリックを通じた⾃⼰評価および教員による評価を通じて，⾃⾝の改善点を把
握させ，今後の学修を促します（形成的評価，学修のための評価）。
授業終了時では，ルーブリックを通じた⾃⼰評価および教員による評価を通じて，最終的な到達度を
把握させ，授業内外で今後実⾏すべき取組を⾃覚させます（総括的評価）。
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観点 4 3 2 1

論理的思考⼒
□⾃分の考えを実証的・
論理的に説明するため
に根拠となる資料や情
報を効果的に選択して
いる

□⾃らの考えを⽀える根
拠となる資料や情報を
⽰している

□⾃らの考えを⽭盾や⾶
躍なく筋道⽴てて説明
している 

□⾃らの考えや感想を説
明している 

情報活⽤⼒

□⽬的に沿って⼗分な量
の資料を適切に収集し
ている
□各資料の特性を理解し，
情報の正確性・信頼性
を評価している
□資料に記載の情報を適
切かつ効果的に活⽤し
ている

□多くの資料を収集して
いる
□各資料の特性を理解し
ている
□資料に記載の情報を適
切に活⽤している

□必要最低限の資料を収
集している
□資料に記載の情報を利
⽤している

□単⼀の資料を⼊⼿して
いる
□資料に記載の情報を断
⽚的に引⽤している

表現⼒

□他者に対して⾃分の考
えを伝える際に正確で
明快な⾔語表現や図表
表現を⽤いている
□背景の異なる他者に対
しても⾃らの考えを理
解しやすく伝達してい
る

□正確な⾔語表現や図表
表現を⽤いている
□他者が理解できるよう
に⾃らの考えを伝達し
ている

□⾔語表現や図表表現を
⽤い，⾃らの考えを伝
達している

□⾔語表現あるいは図表
表現のみで⾃らの考え
を伝達している

学修⼒

□⾃ら進んで新たな知識
や能⼒を⾝につけるた
めに，⾃⾝の学修の到
達状況について⼗分理
解し，授業外において
も積極的に学びを深め
ている
□教員や他の学⽣からの
多様な意⾒に⽿を傾け，
⾃らの考えを柔軟に改
善している

□⾃ら進んで新たな知識
や能⼒を⾝につけるた
めに，⾃⾝の学修の到
達状況について理解し，
学びを進めている
□教員や他の学⽣からの
多様な意⾒に⽿を傾け
ることで，⾃らの考え
の改善点を⾃覚してい
る

□新たな知識や能⼒を⾝
につけるために，教員
からのアドバイスを理
解し，学びを進めてい
る
□教員や他の学⽣からの
多様な意⾒に⽿を傾け
ている

□与えられた課題のみに
取り組むなど，必要最
低限の学びを進めてい
る
□教員や他の学⽣からの
意⾒のうち，⾃らの意
⾒と共通性の⾼い意⾒
に⽿を傾けている

協働⼒

□他の学⽣と共に活動す
る際に，⾃分の役割を
⼗分に理解し，他の学
⽣に⾃ら声をかけ積極
的に協⼒し合いながら
取り組みを進めている

□他の学⽣と共に活動す
る際に，⾃分の役割を
理解し，協⼒し合いな
がら取り組みを進めて
いる

□他の学⽣と共に活動す
る際に，他の学⽣と協
⼒し合いながら取り組
みを進めている

□他の学⽣と共に活動す
る際に，⾃分の判断の
みで作業を進めている

課題解決⼒

□物事を複数の側⾯から
⾒ることで，⾃ら具体
的な問いを⽴て，その
答えを導き出している
□諸課題に優先順位を付
け，解決に向けた計画
を⾃ら⽴案し，進捗状
況に応じて計画を改善
しながら取り組みを進
めている

□⾃ら問いを⽴て，その
答えを導き出している
□課題の解決に向けた計
画を⾃ら⽴案し，計画
に沿って取り組みを進
めている

□⾃ら問いを⽴て，その
答えを導き出すために
必要な学びを進めてい
る
□課題の解決に向けた計
画を⽴案し，取り組み
を進めている

□与えられた問いについ
て，その答えを導くた
めの試みを⾏っている
□課題の解決に向けた取
り組みをしている

授業の中盤での活⽤例
授業の中盤で学⽣にレポートを作成させたり，プレゼンテーションやグループワークなどを⾏わせた
りする場合は，その都度ルーブリックを活⽤することができます。
教務ポータルにてルーブリックを運⽤する場合には，「ルーブリックの作成⽅法」で⽰したとおり，
学⽣に求める⾏動リストを，宇⼤スタンダードの6つの⼒に分類してルーブリックを作成する⽅法がある
と説明しました。また，⾏動リストを吟味することで，それぞれの⾏動をどのような⽅法で評価するか
が明確になっていくと説明しました。
このことを踏まえ，「ルーブリックの作成⽅法」で例⽰したルーブリックに，評価の⽅法を対応させ
ると次のようになります。

レポート

レポート

プレゼン

グループ
ワーク

レポート

グループ
ワーク

⽇頃の
学修姿勢

上の例の場合，レポート課題を課すことで，論理的思考⼒・情報活⽤⼒・表現⼒・課題解決⼒を評価
します。また，プレゼンテーションを課すことで，情報活⽤⼒・表現⼒を評価し，グループワークを⾏
わせることで，協働⼒・課題解決⼒を評価するということになります。つまり，授業の中盤において6つ
の⼒すべてをいっぺんに評価するのではなく，課題や取組ごとに6つのうち特定の⼒について評価をして
いくという⽅法です。ただし，上の例では，学修⼒はいずれの取組においても⼟台となる⼒ですので，
すべての取組において評価を⾏うという⽅針になっています。78



ルーブリックのサンプル
レポート作成のルーブリック
観点 基準４ 基準３ 基準２ 基準１

論理的思考⼒□明確に課題と結論が記載され，対応している。
□課題と結論が対応している。□課題と結論は書かれている

が，対応が明確でない。
□課題と結論のどちらか，ま
たは両⽅が書かれていない。

情報活⽤⼒

□適切なデータ，事実が，
必要なだけ記載されてい
る。
□複数の専⾨家の解釈，
⾒解を，適切に引⽤して
いる。
□⽂献リストが正しい形
式で記載され，本⽂との
対応がわかりやすい。

□データ，事実が適切に記載
されている。
□専⾨家の解釈，⾒解を，適
切に引⽤している。
□⽂献リストが正しい形式で
記載されている。

□データ，事実が記載されて
いるが，適切でない。
□引⽤⽂と⾃分の意⾒が区分
されていない。
□⽂献リストの形式が整って
いない。

□データ，事実が書かれてい
ない。
□引⽤が無い。
□⽂献リストが無い。

表現⼒
□誤字脱字が全く無い。
□適切な⾒出し，段落が
あり，⽂章も読みやすい。

□誤字脱字が1〜2か所ある。
□適切な段落があり，⽂章も
読みやすい。

□誤字脱字が⽬⽴つ。
□数か所，読みにくい部分が
ある。

□誤字脱字が10か所以上ある。
□全体的に書き直さなければ
⽂章を読み進めることができ
ない。

論理的思考⼒
□必要事項について⼗分
に調べてあり，論理的な
整合性がある。

□必要事項について調べた
量・内容は⼗分だが，論旨が
明確でない。

□必要事項について調べた
量・内容が不⼗分なため論旨
が明確でない。

□必要事項について調べてい
ない。

観点 基準４ 基準３ 基準２ 基準１

論理的思考⼒
□情報は論理的かつ興味を
引く順序で提⽰され，聴衆
は内容を容易に辿ることが
できる。

□情報は論理的な順序で提⽰
され，聴衆は内容を容易に辿
ることができる。しかし，少
し退屈である。

□プレゼンテーションには⼤
きな⾶躍があり，内容を辿る
のは不可能ではないにせよ，
困難である。

□論理的な順序で組み⽴てら
れたプレゼンテーションでは
ないので，聴衆はその内容を
理解できない。

情報活⽤⼒
□プレゼンテーションやそ
の後の質問に対する回答は
⼗分な（必要とされる以上
の）内容理解に基づいてい
る。

□材料をしっかりとまとめた
プレゼンテーションで，すべ
ての質問に的確に解答できる
が，詳細にというわけではな
い。

□情報を⼗分に理解しておら
ず，初歩段階のプレゼンテー
ションおよび質問への回答と
なった。

□情報が理解できていない。
なかには誤解もある。また，
質問に正確に答えられない。

表現⼒

□図表等は発表内容の説明
に役⽴ち効果的である。
□綴りや⽂法上の誤りがな
い。
□明瞭で，正確かつ的確な
話し⽅である。
□声量は⼤きく，楽に聞き
取れる。
□容易に理解できる速さで
ある。
□常にアイコンタクトがあ
る。
□原稿を⾒ることは全くな
いか，最⼩限である。

□図表等は発表内容と関連し
ている。
□綴りや⽂法上の誤りは2個
以内である。
□はっきりと話し，ほとんど
の語句の発⾳は正確である。
□声量は⼤きく，楽に聞き取
れる。
□容易に理解できる速さであ
る。
□アイコンタクトは持続的に
⾏われている。
□原稿を⾒ることが多い。

□図表等は⾮常に少ない。あ
るいは発表内容との関連が薄
い。
□綴りや⽂法上の誤りが3個
ある。
□話し⽅が不明瞭である。
□主要な語句の発⾳が間違っ
ていることが多い。
□声が⼩さい。
□速すぎて容易に理解できな
い。
□ときにはアイコンタクトが
ある。
□たいていは原稿を読んでい
る。

□図表等は使われない。ある
いは過剰である。
□綴りや⽂法上の誤りが4個
以上ある。
□⼝ごもった話し⽅をする。
□⼤半の主要な語句の発⾳を
間違う。
□声が⼩さすぎて聞き取れな
い。
□速すぎるため全く理解でき
ない。
□アイコンタクトが全くない。
□常に原稿を読んでいる。

プレゼンテーションのルーブリック

その他のサンプル
ルーブリックのサンプルは，右記URLもしくはQRコードよ
り閲覧できます。サンプルのルーブリックは，各所で公開さ
れているものを適宜アレンジしたものです（評価の観点を宇
⼤スタンダードの6つの⼒に整理し直す等）。
なお，⼀部点数が付されたサンプルがありますが，ルーブ
リックの評価結果を最終的な成績評価に反映させるかどうか
は，各授業ごとに判断してください。

http://bit.ly/3Pe4mTV
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UU TD
すべての宇大生に身につけて欲しい力

宇大スタンダード

宇都宮大学の

学びのカタチ

2024 ▶ 2027

宇大で学ぶためのツールを知ろう。
宇大で学修を進めるためには、大学が提供する様々なツールを活用することが欠かせません。

ここでは、その中でも特に重要な「教務ポータル」と「C-learning」について紹介します。

パソコンからアクセスする場合はこちらから▼
https://kyomu.km.utsunomiya-u.ac.jp/campusweb/

履修や学生生活に関することなど、大学からの重要なお知らせが日々掲
載されています。毎日必ず1回はチェックし、情報を知らなかったことによる
不利益を被らないようにしましょう。

● 大学からのお知らせを確認するとき
● 履修登録をするとき
● 授業のシラバスを確認するとき
● 休講情報を確認するとき
● アンケートに回答するとき
● フォーラムを利用するとき

こんなときには
教務ポータルを
チェック！→

パソコンからアクセスする場合はこちらから▼
https://udai.c-learning.jp/s/login/ssosaml

各授業担当教員から、毎回の授業の指示や、課題提出の指示などが掲載
されています。教員と学生との様々なコミュニケーションも、C-learningが
活用されることが多いので、毎日必ず1回はチェックするようにしましょう。

● 教員からの指示を確認するとき
● 授業の資料を確認するとき
● 課題の内容を確認するとき
● 課題の提出方法や期限を確認するとき
● 教員に質問や相談をするとき

こんなときには
C-learningを
チェック！→

教務ポータルに
学外ネットワークからアクセスするには

宇大に在学中は無料で
Microsoft 365を利用できます

2段階認証が必要となりますので、パソコン

から下記URLにアクセスし、画面の指示に従

い、ワンタイムパスワードの初回設定を行っ

て下さい。

レポート作成や表計算、プレゼンテーション

資料の作成などに活用できるソフトウェアを

無料で利用できます。詳しくは教務ポータル

上の案内を参照して下さい。

https://ent.utsunomiya-u.ac.jp/user/qrsecret.php?st=ga

大学からのお知らせ／履修登録／シラバス／アンケート／フォーラムなどは

各授業担当教員からのお知らせは

宇大生が語る「学びのカタチ」

宇 野　1年生のときは授業の内容も形態もわからな
いことばかりだったので、友達と相談しながら履修
する科目を考えていました。その後、基盤教育で開
講されている様々な分野の授業を履修し学修を進め
ることで、自分自身の興味がどこにあるのか、どの
ような授業を取ると自分のためになるのか把握でき
るようになり、学修力の向上に繋がりましたね。

黒 岩　私は入学当初は友達がいなかったので、最
初から自分の興味に沿って履修する科目を選びまし
た。宇野さんのように、学びながら徐々に自分の興
味関心を具体化していくのも学修力だと思いますし、
私のように人に頼らず情報を集め、どのような学び
をしていけばいいか考えていくことも、学修力や情
報活用力を高めることに繋がったと思います。

宇 野　大学では自分でどの授業を取るかを決め、
学修計画を立てなければならないというのが、高校
までとは大きく異なる点ではないでしょうか。

黒 岩　そうですね。大学の先生は学生の状況を逐一
確認してくれるわけではないので、常に自分が何をす
べきなのか考えながら学修するようになりました。

大学では自分の学びを自分自身で
決める必要がある：学修力の向上が不可欠

宇 野　友達と相談しながらも、キャリアセンターなど
の窓口に出向き自ら情報収集してきたことで、授業以
外でも積極的に行動する自信がついたと思います。

黒 岩　大学には多くの選択肢がありますが、自分
から情報にアクセスしないと、選択肢は狭まってし
まうと思います。行動することで、選択肢や視野が
広がるだけでなく、自立することもできたと思います。

自ら行動し情報にアクセスすることで
選択肢が広がる：情報活用力の発揮

黒 岩　高校の時から演劇をやっていて、宇大に進
学してから、地元の演劇団体や宇大の演劇研究会
に参加しました。団体ごとの演劇に関する多様な考
え方を知り、必要な部分を吸収しつつ、偏らない考
え方を身につけていこうと思えるようになりました。
課外活動ではありますが、こうした姿勢は授業での
学びにも活かされていると思います。

宇 野　私は宇大ラーニングサポーターの活動に加
わり、他のサポーターが率先して企画の準備などを
進めている姿を見て、自分も頑張ろうと思えました。
これまでとは異なる新たな環境に身を置くことが重
要ですし、大学生だからこそ色々な活動に加わって
みて欲しいですね。

黒 岩　色々な場所に踏み込み、色々な年齢層の人
たちと交流することで、自分とは違うタイプの人と
もコミュニケーションが取れるようになると思います。
こういう力は社会に出てからも必要でしょうね。

新たな環境に身を置くことで
多様な考え方を知る：課外活動も重要

黒 岩　大学ではプレゼンをする機会やレポートを
書く機会が非常に多いので、表現力や論理的思考
力をしっかり身につける努力を重ねていって下さい。
とは言え、大学では言われたことだけをやっていれ
ばいいわけではありません。宇大には、頑張ろうと
思えばいくらでも頑張れる環境があるので、本当に
やりたいことをいち早く見つけるといいと思います。

宇 野　そうですね。宇大での4年間の学びを通じて、
自分が何になりたいかということを真剣に考え、自
分の「武器」と言えるものを身につけ、自分が誇れ
るものをつくっていくといいのではないでしょうか。

さいごに：新入生へのメッセージ

2人の宇大生に、入学当初の
ことを思い出しながら、これま
で進めてきた学びについて振
り返って頂きました。これから
宇都宮大学での学びをスター
トさせる皆さんは、2人の話に
耳を傾け、宇都宮大学でどの
ような学びを進めていきたい
か考えてみて下さい。

UU TD 宇大スタンダード

表現力

学修力 論理的思考力情報活用力

協働力 課題解決力

宇野 すみれ さん
国際学部 4年
宇大ラーニングサポーターOG

黒岩 美穂 さん
国際学部 3年
宇大ラーニングサポーター

悩みや心配事のご相談は

〈学務棟２F〉

〈学生プラザ１F〉

〇指導教員
〇修学支援課 TEL028-649-5090
〇陽東学務課 TEL028-689-6014

修学・履修は

学生なんでも相談窓口 〇峰地区

〇陽東地区

TEL028-649-5276

TEL028-689-6189

〇WEBから

『学生なんでも相談窓口／相談フォーム』に
入力後、送信してください

入力は
こちらから
　 →

〇指導教員　〇就職担当教員
〇就職・キャリア支援センター TEL028-649-5089

進路・就職は

〇指導教員　〇サークル顧問教員 
〇留学生・国際交流センター
　　　　　　 TEL028-649-8166
〇学生支援課 TEL028-649-5097

留学、生活、サークルについて
健康、メンタル面の悩み

〇ハラスメント相談員
★ハラスメントについては
　こちらを参照下さい     

ハラスメント等の人権侵害の悩み

〇男女共同参画推進室 TEL028-649-5151

性に関する事

〇保健管理センターTEL028-649-5123

あなたが大学生活を送るうえで、悩みや心配事が起きてしまったときは、お気軽に窓口にご相談ください。
相談ごとに応じてサポートします。もちろんプライバシーに配慮し、秘密厳守です。

困ったらまずはこちらに

はっきりした相談は各担当へ

『宇大ラーニングサポーター
  による学びの支援』

先輩学生が新入生（編入生）の
様々な疑問や相談にこたえます！
履修登録や大学での学修の方法、
レポートやプレゼンの方法、さら
には授業以外の生活面のことなど、
先輩たちの経験に基づいた話を
聞くことができます。詳細は二次
元コードをチェックして下さい。

こちらから　
どうぞ→

学生による
支援活動→

このカードはパンフレットから綺麗に剥が

すことができます。常に携帯するか、スマホ

でブックマーク登録をしておきましょう。

←

★どんなささいなことでも相談（相談例／日常生活・経済的なこと、対人関係、
　メンタルヘルス、アクシデント、ハラスメント、その他）
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宇大STD 4 3 2 1

論理的思考力

4 段階の達成度

情報活用力

表　現　力

学　修　力

協　働　力

課題解決力

資料や情報を効果的に選択
することで、自分の考えを
論理的に説明している。

資料や情報を示し、自分の
考えを論理的に説明してい
る。

自らの考えを矛盾や飛躍な
く筋道立てて説明している。

明確な目的のために十分な
量の資料を収集している。

多くの資料を収集している。 必要最低限の資料を収集し
ている。

正確な言語表現や図表表
現を用いることで…

言語表現や図表表現を用い
ることで…

言語表現のみを用いて…

自ら進んで知識や能力を身
につけるために…

知識や能力を身につけるた
めに…

必要なときにのみ……

他の学生と共に活動する際
に、自分の役割を理解し…

他の学生と共に活動する際
に、積極的に声をかけなが
ら…

他の学生と協力しあいなが
ら…

物事を複数の側面から見る
ことで…

自ら的確な問いを立て… 自ら問いを立て…

　ルーブリックとは、授業で求められる目標を確実に把握するとともに、それらの目標をどの程

度達成できているかを確認することで、今後の学修で必要となる取組を自分自身で理解するため

のツールです。皆さんは、まず「基盤教養科目」にてルーブリックを活用することになります。

　宇都宮大学のルーブリックは、宇大スタンダードの 6 つの力に関する達成度を 4 段階に分け、

各段階の基準を文章で表現しています。このようなルーブリックを活用することにより、宇大スタ

ンダードの 6つの力をどの程度身につけたか、しっかりと把握することができるようになります。

　皆さんは、教務ポータルから

「基盤教養科目」のルーブリック

を閲覧することができますので、

右の手順でルーブリックを活用し

ましょう。なお、教務ポータルは、

「宇大を学ぶためのツールを知ろ

う。」に記載のQRコードもしくは

URLからアクセスして下さい。

ルーブリックを活用することで
学修の目標を確認しながら自己評価を行おう。

ルーブリックの例（一部省略） ※実際に授業で用いるルーブリックとは異なります。　

ルーブリックの活用のコツ

第1回目の授業
第 1 回目授業までに必ずルーブリックを閲覧して、
授業の目標を把握し、具体的な学修計画を立てる。

授業の中盤 ルーブリックを用いて自己評価を行い、自分の改善
点を多面的に把握し、学修計画を修正する。

授業の最終回
ルーブリックにより最終的な達成度を把握し、授業
内外で今後実行すべき取組を具体化する。

卒業までに… 卒業までに、宇大スタンダードを十分身につけたと
自信を持って言えるようになろう。

6つの力について、4 段階のうちどの段階
まで達成できているかを考えてみよう。

情報活用力と表現力は十分に身に付いて
いそうだ。自分の強みをもっと伸ばそう。

論理的思考力・学修力・協働力はもう
少し伸ばす余地がありそうだ。

課題解決力を伸ばすために、今後の学修
計画を真剣に見直す必要がありそうだ。

基盤教育から始まる宇大での学び。
大学での学び方を確実に身につける。
大学での学びとはどのようなものでしょうか。基盤教育を通じて、高校

までの学びと大学での学びの違いを理解し、自分の学びを自分自身で

コントロールできるようにしましょう（学修力）。その際には、主体的に 

興味関心の幅を広げ、新たな知の世界へと踏み出すことで、自分の強

みや足りないものを強く自覚することが重要です。何を学びたいのか、

何を学ばなければならないのかを深く理解することが、自身の学びを

コントロールすることへとつながっていくはずです。このようにして身に

つけた学修力は、4年間の学びの強力な原動力になります。

専門分野の学びを本格的に始める。
社会を理解し、社会に発信する力を身につける。
学年が進むと、専門分野に関する深い学びがスタートします。1年次で培った学修力を

発揮し、学問の世界や世の中で起こっていることについて主体的に情報を集め、知識

を身につけていきましょう（情報活用力）。情報や知識をインプットするだけではなく、

それをもとに粘り強く思考を巡らせ（論理的思考力）、自分の考えを発信していくことも

重要です（表現力）。こうした姿勢は、社会に出た後にも強く求められます。

4 年間の学びの集大成としての卒業研究。
大学生活をふり返りその後のキャリアに活かす。
最終年次では卒業研究に取り組みます。その過程で、多くの仲間たちと支え合いながら学

びを進めていくことの重要性に気づくでしょう（協働力）。さらには、卒業研究を通じて難問

と悪戦苦闘した経験は、その後のキャリアで直面するであろう壁に立ち向かう際に大きな自

信を与えてくれます（課題解決力）。就職や大学院進学など、どのような道に進んだとしても、

宇大スタンダードの 6つの力と専門分野の知識・技能がみなさんを支えてくれるはずです。

一人称で物事を捉え自ら行動し、進んで
新しい知識・能力を身に付けようとする力。
変化に対応し、自らを変えようとする力。

〈学修力〉 筋道を立てて論理的に
物事を考える力。

〈論理的思考力〉
情報及び情報手段を主体
的に選択し、活用する力。

〈情報活用力〉
感情や思考などを伝達可能
な形式に表し、効果的・印
象的なものとして伝える力。

〈表現力〉

UU TD宇大での
４年間の学び

　みなさんが大学を卒業した後に活躍することになる社会では、多種多
様な力や知識・技能、さらには教養や知性が必要になります。宇都宮
大学では、これらの中から特に重要と思われるものをしっかりと身につ
けてもらうために、学位授与の方針である「ディプロマ・ポリシー（DP）」
のもと、汎用的能力である「宇大スタンダード」を定めています。
　みなさんは、ここに記されている力を獲得することを常に意識しなが
ら、宇大での 4 年間の学びをスタートさせましょう。その上で、授業以
外にも様々な経験を積み、社会に力強く歩み出していって欲しいと願っ
ています。

UU TDDP

DP
宇都宮大学の教育目標 全学共通の

ディプロマ・ポリシー（DP）
宇都宮大学は、教育目標に定める幅広い教養 
と行動的知性を備えた人材を育成するために、 
所定の期間在学して必要な単位を取得し、「宇
大スタンダード」に定める汎用的能力と、所属
学部において定める専門分野に関する知 識・
技能を獲得した者に学位を授与します。 

宇大スタンダードの6つの力
「宇大スタンダード」は、宇大での 4 年間
の学びを通じて獲得すべき 6 つの汎用的能
力を意味しています。これらの汎用的能力
は、大学での学びに留まらず、職業や社会
生活の中でも活用されることが期待されて
います。

学修力
「自身と向き合い
なすべきことを知る」

「学修のためのツールを獲得する」

「他者を巻き込み社会に貢献する」

情報活用力
論理的思考力

表現力

協働力
課題解決力

チームの中で協力しながら
自分の役割や責任を果たす
力。多様な人々との繋がり
や協働を生み出す力。

〈協働力〉
多面的な視点から現状を分析
し、目的や課題を明らかにす
る力。課題解決に向けた計画
を立案し、自律的に取組む力。

〈課題解決力〉

1年次
2年次

3年次
4年次 就職・大学院

※本パンフレットでは、宇大スタンダードの 6 つの力をどの段階までに身につけて欲しいかというイメージを示しています。例えば、「学修力」は 1 年次の段階で重点的に身につけて欲しいということを示していますが、2 年次以降に「学修力」が不要であるということを意味するもので
はありません。また、「協働力」は4年次の欄に記されていますが、4年次になるまで「協働力」を身につけるための取組をしなくていいということを意味するものではありません。宇大スタンダードの 6つの力は、すべての学年においてしっかりと意識し、学びを進めるようにしましょう。

宇
都
宮
大
学
は
、入
学
し
た
す
べ
て
の
学
生
が
、

6
つ
の
力
か
ら
な
る
宇
大
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
、

専
門
分
野
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
獲
得
し
た
上
で

卒
業
で
き
る
よ
う
に
教
育
を
行
い
ま
す
。

基盤教育を出発点として、現代社会に必要な汎
用的能力（宇大スタンダード）を育成します。
専門教育を通じて、実践的で専門的な知識と技
能を涵養します。
それらのふたつを有機的に結びつけた4年一貫
教育により、幅広い教養と行動的知性を備え、
未来の社会を拓き支える人材を育成します。

1

2

3
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合計 21

【オンデマンド参加者内訳】

令和６年度第２回教養教育院ＦＤ
「新教養教育先行大学(宇都宮大学)に学ぶ教養改革　 教養教育院ＦＤ2024 vol.2」参加状況

1職員

1合計

【当日参加者内訳】
教員

役員 1

教養教育学系 0

小計

教育研究推進系 1

総計

非常勤講師

教員

20

18

22

小計 1

職員 0

都市デザイン学系 1

非常勤講師 0
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令和６年度第２回教養教育院ＦＤ参加者アンケート集計結果 

 

FD参加者数：22名 

（内訳：教員 21名，職員 1名） 

アンケート回答者数：17 

 

１． 属性を選んでください 

 

２．所属を選んでください（教員のみ） 

 

94%

6%

属性

ア．教員

イ．職員

88%

6%
6%

教員所属

05教養教育学系

07都市デザイン学系

11教育研究推進系

属性  

ア．教員 16 

イ．職員 1 

計 17 

教員所属  

05 教養教育学系 14 

07 都市デザイン学系 1 

11 教育研究推進系 1 

計 16 
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３．今回の教養教育院ＦＤに参加しての評価を５段階評価で入力ください。 

 
 

４．今回の教養教育院ＦＤについての感想やご意見があれば、ご記入ください。 

・内容的には不満はなかったのですが、質疑応答の時間が少ないのが残念でした。 

・ルーブリックについてとても参考になりました。有難うございます。 

・非常に高いレベルで完成されたルーブリック評価等についてのお話を伺えて、非常に勉

強になりました。対面開催で直接お話をお伺いできて、とても良かったです。 

・他大学の教養教育改革の状況や問題点等を知ることができ参考になりました。 

・１クラスの学生数は、少ない方が良いと思います。英語の１クラスの学生数も、３０〜

４０人が限度だと思います。 

・ルーブリックの使用について、宇都宮大学の教員や学生の意見を知ることができ良かっ

た。 

 

５．今後、教養教育院ＦＤで取り上げて欲しいとお考えのテーマがあれば、ご記入ください。  

・導入学修 Aの現時点の案では「キャリアマップを作ること」が目標に一般的な大学教育

に関するテーマでのグループワークが主となっていますが、この内容で具体的な教育効

果が上がるような実感がわきません。確かどこかの大学では同様な内容の教養教育科目

をうまく回しておられる事例があるというご説明であったと記憶しております。ぜひと

もその具体例をＦＤで取り上げていただければと思います。 

また、グループワークの進め方や評価の仕方について、日ごろから苦労しいます。グル

ープワークの進め方に工夫をこらしている実例、学生の相互評価をうまく回しておられ

る実例などがありましたら、取り上げていただければ幸いです。 

65%

29%

6%

0% 0%

今回のFDに参加しての評価

評価5
評価4
評価3
評価2
評価1

今回の FD に参加しての評価 

評価 5 11 

評価 4 5 

評価 3 1 

評価 2 0 

評価 1 0 

計 17 
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第３回 

 

「新教養教育先行大学(東北大学)に学ぶ教養改革 
教養教育院ＦＤ2024 vol.3」 

『東北大学の全学必修導入科目「学問論」について』 
 

（令和６年 10 月 30 日開催） 
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令和６年度第３回教養教育院ＦＤ 実施計画 
テーマ「新教養教育先行大学(東北大学)に学ぶ教養改革 教養教育院ＦＤ2024 vol.3」 

 

 

１．開催趣旨  

温暖化に代表される地球環境の劇的変化、コロナ禍、デジタル技術の急速な進展など

世界中で様々なレベルでの人類を取り巻く環境は急激に変化しています。このような

時代の変動を見据えて、これらに対応しうる人材を育成するため大学教育は大きく変

わりつつあります。 

全国の大学を見渡すと、新しい時代に対応した教養教育改革を進め、魅力的な教養教

育を実施している先例が見受けられます。本学では、二年後の令和８年度を教養改革の

転換点と位置づけて大きな改革の準備を進めており、このような先行例を学ぶことで、

私たちの改革をさらに実りあるものへ進めることが可能になると思われます。 

今回のＦＤは、先行事例として東北大学の全学必修導入科目「学問論」についてお話

しいただき、本学の教養教育改革に資する教訓を得ることを目的として実施します。 

 

２．開催日時 

令和６年 10月 30日（水）13：30～14：30 

 

３．開催会場 

五福キャンパス共通教育棟Ｄ棟１階 Ｄ１１教室 

 

４．対  象 

本学教職員，非常勤講師 

 

５．次  第 

（１）開会挨拶・趣旨説明 

片桐 達雄（教養教育院 教育改善推進委員長） 

 

（２）「東北大学の全学必修導入科目「学問論」について」 

  講師：滝澤 博胤 氏  

（東北大学 理事・副学長，高度教養教育・学生支援機構長） 

 

（３）質疑応答 

  

（４）閉会挨拶 

 武山 良三（教養教育院長） 
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1

東北⼤学の全学必修導⼊科⽬「学問論」
 東北⼤学ビジョン2030と全学教育改⾰
新カリキュラム移⾏（2022.4〜）
学問論群

東北⼤学理事・副学⻑
（教育・学⽣⽀援担当）
滝澤 博胤

東北⼤学ビジョン２０３０の構想イメージ
最先端の創造、⼤変⾰への挑戦 2

学⽣の挑戦⼼に応え、創造
⼒を伸ばす教育を展開する
ことにより、⼤変⾰時代の
社会を世界的視野で⼒強く
先導するリーダーを育成

Vision 1

教育

Vision 1

教育

卓越した教育研究を基盤として
社会とともに成⻑する好循環の
確⽴のため、⼤学経営を⾰新

Vision 4
経営⾰新
Vision 4
経営⾰新

社会連携産学共創 社会連携産学共創

Vision 2

研究

Vision 2

研究
Vision 3

社会との共創

Vision 3

社会との共創

世界三⼗傑⼤学にふさわしい
総合研究⼤学として、卓越し
た学術研究を通して知を創造
するとともに、新たな学問領
域の開拓とイノベーション創
出を⼒強く推進

社会とともにある⼤学として、
多様なセクターとのパート
ナーシップのもと、新たな社
会価値を創造し、未来を拓く
変⾰を先導

東北⼤学ビジョン２０３０
２０１８年１１⽉２７⽇公表

２０３０年に向けた東北⼤学の
あるべき姿（ビジョン）を提⽰

主要施策数︓12 主要施策数︓12

主要施策数︓12 主要施策数︓９

主要施策数︓21

主要施策数 計︓66
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教育のビジョン 〜東北⼤学ビジョン2030 3

社会の転換期を生きる学生の創造力を伸ばす教育の展開

• 未来社会に立ち向かうための基盤となる学士課程教育の新構築

• あらゆる境界を越え、創造的で活力ある研究者・高度専門人材を育成する大学院教育の展開

• パーソナライズドラーニングをはじめとする先進的ICT教育の推進

• エビデンスに裏付けられた新たなアドミッションの展開

• 豊かな経験を通じた、人格形成を促す課外活動・社会貢献活動の充実

社会とともにある大学としての教育の新展開

• 卓越した研究を基盤とした産学共創教育の展開

• 社会人の学び直しの機会を提供する新たなリカレント教育の展開

国際共修キャンパスの創造

• 世界から学生を惹きつける最先端の国際プログラムの開発・提供

• オープンでボーダレスなキャンパスにおける国際共修の展開

• 卓越した研究を基盤とした国際共同教育の深化

包括的学生支援の展開

• 様々な背景を持つ学生が安心して、ともに学ぶインクルーシブな環境の提供

• 学生へのキャリア支援・経済支援の充実

学生の挑戦心に応え、創造力を伸ばす教育を展開することにより、大変革時代の
社会を世界的視野で力強く先導するリーダーを育成する

従来の全学教育（〜2022.3） 4

涵養する知識・技能涵養する知識・技能
1.現代⼈、国際⼈として社会⽣活を送る上で基盤となる知識と技能
2.⼈間形成の根幹となる、現代社会にふさわしい基本的教養や技法
3.専攻する専⾨分野の理解を助けるための幅広い学問分野に関する知識と技能
4.専攻分野を学ぶ上で基礎となる知識と技能

科⽬構成科⽬構成 （主に1年次2年次配当だが高年次学生も履修可能）

基幹科目

（知識力と人間力を涵養する重要な青年期教育と位置付け）

展開科目

共通科目

人間論、社会論、自然論

人文科学、社会科学、自然科学、総合科学

転換・少人数科目（基礎ゼミ）、外国語、情報科目
保健体育、留学生対象科目

（倫理、芸術、言語表現、ジェンダー、経済、社会、政治、歴史、生命、環境など）

自然科学： 数学、物理学、化学、生物学、宇宙地球科学、理科実験
総合科学： 総合科目（ライフ・キャリアデザインなど）、 カレントトピックス科目

（アントレプレナー入門など）、国際教育科目（海外研修など）

※「基礎ゼミ」： 知の継承と創造の現場に身を置いたことを実感する大切な機会
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5
学生の挑戦心に応え、創造力を伸ばす教育を展開することにより、大変革時代の社会を
世界的視野で力強く先導するリーダーを育成する

東北⼤学 全学教育改⾰

 共通科⽬の分類の今⽇性
 履修規則による硬直化
 ⾼年次教養教育の⽋如

 開講コマ数の増⼤
 担当原則に関する諸課題

現⾏制度の課題
全学教育を「研究型総合⼤学」としての基盤
と位置づけ、初年次から⾼年次、⼤学院学⽣
に開かれた教育資源として共有する。

改⾰の基本理念

教育内容、教育⽅法、履修構造、教学マネジメントの観点からカリキュラムを整理
 卓越した学術研究をもとに、未来社会に⽴ち向かうために必要な基盤となる学⼠課程教育を

構築し、⾼年次教養教育と現代的なリベラルアーツを含めた分野横断型カリキュラムを実現
 情報通信技術（ICT）の⾼度化、教育のDX化推進、グローバル化などの社会状況や教育環境

の変化に対応し、キャンパスを越えた遠隔同時配信授業、並列開講科⽬の複数教室での同時
配信、オンライン教材を利⽤した⾃学⾃習環境の整備を推進

 学部⾼学年⽣・⼤学院⽣向けに、⽂理や分野を横断する授業を展開
 開講コマ数の適正化（1870コマ︓2019年度→約1400コマ︓新カリキュラム）
 TA制度の改⾰︓DC学⽣によるTF（ティーチング・フェロー）導⼊によるアクティブ・ラー

ニングの推進

6

学生の挑戦心に応え、創造力を伸ばす教育を展開することにより、大変革時代
の社会を世界的視野で力強く先導するリーダーを育成する

東北⼤学 全学教育改⾰
東北⼤学ビジョン2030 VISION 1 教育

・中等教育と⾼等教育の接続
⼤規模ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ「学問論群」の新設

・社会との接続
キャリアデザイン教育、現代的スキル教育

・教育プログラム間の接続
教養教育⇔学部専⾨教育⇔⼤学院教育

未来に接続
するカリ
キュラム

現⾏制度の課題
共通科⽬の
分類の今⽇
性

初年次から
⾼年次まで
の教育の接
続

学問分野ご
とのカリ
キュラム

教育内容、教育⽅法、履修構造、教学マネジメントの観点による教養教育改⾰
学⽣が未来社会に向けて備えるべき現代的リベラルアーツを体系化。初年次から⾼年次、⼤学院⽣に開かれた教育資源とした。

・普遍的教養と現代的リベラルアーツ
をバランスよく学修
現代素養科⽬群を新設(⽂理問わないデータ科学)

・持続可能性をはじめとする現代社会
の課題に挑戦 0.5単位MOOCコンテンツ

分野横断型
カリキュラ
ム

知識の再構成の機
会を拡張、⾼年次
においても⾃分の
専⾨を⾒つめ直し、
⾃⼰成⻑を促す

未来を構想してそ
の実現に挑むフロ
ントランナーとし
て、今必要な素養
を修得、社会の課
題に挑戦する

情報通信技術（ICT）の活⽤
Hyflex型国際共修授業、数学の⼤規模反転授業

新しいTA（ティーチン
グアシスタント）制度

新しい全学教育の特性

国際教育の充実 学術英語教育・複⾔語教育 国内最多の国際共修授業国際教育の充実

新カリキュラ
ムを⽀援

・

・ 91



7

全学教育新カリキュラム移⾏（2022.4）

東北⼤学 全学教育改⾰ 2022年度〜新カリ開講 8
涵養する知識・技能
1. 現代⼈、国際⼈として社会⽣活を送る上で基盤となる知識と技能
2. ⼈間形成の根幹となる、現代社会にふさわしい基本的教養や技法
3. 専攻する専⾨分野の理解を助けるために幅広い学問分野に関する知識と技能
4. 専攻分野を学ぶ上で基礎となる知識と技能

科⽬構成

総合⼤学ふさわしい全学総出動体制の下で運営（科⽬群ごとに企画担当責任部局を指定）

学問論群（学問論、学問論演習、展開学問論 ）基盤科⽬類
⼈⽂科学群
社会科学群
⾃然科学群
学際科⽬群（⽣命、環境、情報、社会、エネルギー等、融合型理科実験、保健体育など）

国際教育科⽬、情報科⽬、キャリア教育科⽬
現代素養科⽬群 地球規模課題科⽬

カレントトピックス科⽬

先進科⽬類

先端学術科⽬群 フロンティア科⽬（先端的話題をわかりやすく）

外国語（英語、初修語）⾔語科⽬類
⽇本語（留学⽣向け科⽬）
専⾨基礎接続科⽬（⼈⽂・社会系、理系基礎科⽬等）学術基礎科⽬類

⾼年次教養科⽬ ⼀部⾼年次科⽬を含む
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学問論群・外国語群 9

・新⼊⽣2400名対象の「学問論」を開講
学部の壁を⾶び越えた主体的・対話型授業
・「学問論演習」は⽂理融合した15〜20名前後の
少⼈数クラスで実施
・「展開学問論」では他分野と協働、専⾨分野を学
んだ上で知識の再構成を⾏う

学問論群

⼤規模アクティブラーニングの実践により
主体的かつ他者との協働を実践
段階的な学び

外国語群

新カリキュラムを2020年度より先⾏実施

統⼀的な教育⽬標を設定
⼀般学術⽬的のための英語⼒の涵養
（English for General Academic Purposes: EGAP）

・⽶国ETSと提携、TOEFL®テストの理念と評価
⽅法を中⼼に据えたカリキュラムと教材を設定
・2022年度の新カリキュラム完全移⾏を前に、1
年次12⽉に実施しているTOEFL ITP®テストの全
学スコア平均において、改⾰以前と⽐較して12点
以上の伸⻑が⽰される

・各語種に、英語以外のもう1つの⾔語(複⾔語)
を駆使する知識・能⼒の修得を⽬指すプログラ
ム”プルリリンガル・スタディーズ・プログラム”
を設定
・e-ラーニングを組み合わせた教育・学習の設計
・当該語を⺟語とする⽂化圏に関する多⾓的知識
の獲得、異⽂化コミュニケーションの基盤養成と
実践を⽬指す →⾼年次開講科⽬（展開初修語
III、IV）を設定

ドイツ語・フランス語・ロシア語・スペイン語・中国語・朝鮮語

英語教育改⾰

初修語教育改⾰

グローバルな環境で学習するための
能⼒を涵養

現代素養科⽬群・先端学術科⽬群 10

現代素養科⽬群

情報教育・国際教育・
キャリア教育・地球規模課題

分野横断型カリキュラムとして、現代的な
リベラルアーツを学部初年次から⼤学院⽣
まで広く提供

先端学術科⽬群

カレント・トピックス科⽬
開設授業科⽬を毎年定める科⽬群、⾼年次学⽣の履修も想定

0.5単位（総授業時間数7.5時間）の授業科
⽬を新設、MOOCのコンテンツを活⽤した
オンデマンド型の授業を配置

・MOOC 1講座を１科⽬0.5単位とした、クォーター開講のセ
ルフペース学習
・キャンパスの場所にとらわれることなく、⽂理を越えて、
本学の世界最先端の研究に基づく講義を⾼年次学⽣にも提供
可能に
・⾼⼤連携科⽬等履修⽣への提供、⼊学前教育にも活⽤93



現代素養科⽬群 現代的リベラルアーツを学部初年次〜⼤学院で履修 11

国際教育科⽬
・国際事情
・国際教養PBL
・国際教養特定課題
・⽂化理解
・⽂化と社会の探究
・多⽂化コミュニケーション
・多⽂化PBL
・多⽂化特定課題
・グローバル学習
・キャリア関連学習
・グローバルPBL
・グローバル特定課題
・海外研修（⻑期・短期）

キャリア教育科⽬
・アントレプレナー⼊⾨塾
・社会起業家
・NPO⼊⾨ゼミ
・ライフ・キャリアデザインA〜D
・インターンシップ事前研修
・インターンシップ実習
・汎⽤的技能ワークショップ
・キャリア教育特別講義

情報科⽬
・情報とデータの基礎
・データ科学・AI概論
・機械学習アルゴリズム概論
・実践的機械学習I・II
・情報教育特別講義

文理を問わず全新入生必修
（2020年度より先行実施）

地球規模課題科⽬
・持続可能性と社会共創
・SDGsにみるグローバルガバナンスと持続可能な開発
・SDGs達成の現状と課題
・持続可能な発展と社会
・持続可能な社会実現に向けたシステム設計

３年次以降の高学年開講

国際共修環境で学ぶ

2021秋学期〜
カレントトピックス科⽬
で先⾏開講

AI、数理・データリテラシー、SDGs等グローバル・イシュー、グローバル・マインドセット、
地域社会の課題、アントレプレナー教育等を配置

⾼年次教養教育 12

⽬的 社会に旅⽴つ前に学問分野を越えた協働演習科⽬（チームワーキングの涵養）

異なる分野の学⽣同⼠が議論や発表を通し、分野を横断した社会の課題解
決や実践知の往還を体験

 ICT活⽤により、異なるキャンパス間の双⽅向遠隔授業を導⼊
⾼等⼤学院機構では分野横断型の⼤学院共通教育を実施

⾼年次開講科⽬
・展開学問論
・持続可能性と社会共創
・SDGsにみるグローバルガバナンスと持続可能な開発
・持続可能な社会のレジリエントデザイン
・持続可能な発展と社会
・持続可能な社会実現に向けたシステム設計
・ジェンダー共創社会
・展開初修語III、IV
・東北アジア地域研究⼊⾨
⼤学院共通科⽬
・トランスファラブル・スキルズ
・⼤学教授法開発論
など 94



ICT活⽤による先進的授業 ◆教育⽅法 13

HyFlex型国際共修授業
• 国内最⼤規模の国際共修授業数(70科⽬開講)
• 海外キャンパスの学⽣と、本学キャンパスから

「対⾯」参加の学⽣がHyFlex型で協働発表
• ICTの活⽤でオンライン・対⾯ミックス型グ

ループの協働学修・協働発表をリアルタイムで
実施

• 「対⾯」学修機会と、国境・キャンパスを越え
た留学⽣の「オンライン」授業参加を両⽴

ICTを利活⽤した数学における⼤規模反転授業

・初年次学⽣向け「解析学
A(350名)」の取り組み
・2022年度は「線形代数学A」
の受講者700名を対象に実施予
定

• BYODによるICTを利活⽤した
複数クラス・同⼀授業における
予習・復習重視型授業実践

• 学習到達度評価により効果を検
証

14

学問論群と全学必修導⼊科⽬「学問論」
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学問論群〜アクティブラーニングによる主体的学び 15

学問論・学問論演習

展開学問論
卒業研究

⼤学院へ

学部１年

学部⾼年次〜⼤学院

幅広い教養、現代的リベラルアーツ

深化した専⾨教育

分野横断、学際領域

（挑創カレッジ）

2002年から本学の初年次教育“基礎ゼミ”
（少⼈数型アクティブラーニング）開始
主体的な学びの転換教育
主体的・対話的な深い学びに対応
学問論群に変⾰

⼈⽂・社会・⾃然科学を融合し，「正解のない
問い」に⾃分で考え，アウトプットする教育を実現

学問論︓知的好奇⼼の源を探究 16

⼤規模講義 座学で知識習得

レポート執筆，相互評価

総⻑特命教授
→発想法・挑戦⼼

少⼈数対話
他者との対話を通して、
学際的チームワークの素養
BTA・TA・TF
ファシリテーション

アカデミックスキルズ

学問論演習学問論 展開学問論

⼤規模講義 少⼈数グループワーク
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17

知的好奇⼼を主体的に追求し、社会とつなげる意識を涵養

知的好奇心 学問 社会

専⾨分野に関する知識及び学問分野全体への興味関⼼と幅広い知識に基づく
複眼的視野を有している

教養ある社会⼈としての素養を備え、専⾨分野特有の技能を活かして社会に
貢献できる

グローバル社会において、指導的・中核的役割を果たす⾃覚と展望を持ち、
基礎能⼒を備えている

東北⼤学の教育⽬標

学問論︓教育⽬標

学問論︓好奇⼼を追求 18

97



学問論〜シラバス 19

第1回 ガイダンス
第2回 教養教育特別セミナー
第3回 春セミ（Spring Seminar）

知的好奇⼼に気づく・・・・・全学⽣共通⽇程

知的好奇⼼を追求する・・・・・A /B別⽇程
第4回 アカデミック・スキル（OD:オンデマンド教材）
第5回 アカデミック・スキル（演習）

第6回 学問と⼤学（OD）
第7回 学問と⼤学（演習）

第8回 学問と倫理（OD)
第9回 学問と倫理（演習）

第10回 学問と社会（OD）
第11回 学問と社会（演習）

第12回 東北⼤学での学問（OD）
第13回 あなたの学問（演習）

学問をする場としての「⼤学」を理解し、⼤学の⼀員とし
て知的好奇⼼を追求する展望を得る

学問を修める上で求められる倫理や誠実さを理解し、学術
共同体の⼀員として知的好奇⼼を追求する展望を得る

学問と社会との関係を理解し、社会の⼀員として知的好奇
⼼を追求する展望を得る

挑創カレッジや留学等、⼤学の教育資源を紹介
学問論全体を総合し、東北⼤学での学問を展望する

学問論〜教養教育特別セミナー 20

2023年度︓SDGsと東北⼤の挑戦〜多様性をめぐって
2022年度︓SDGsと東北⼤の挑戦〜気候変動をめぐって
2021年度︔パンデミックの時代を⽣きる
2019年度︓「地球温暖化」-フェイクニュース︖
2018年度︓AI時代における教養の役割 98



学問論︓全学必修科⽬の進め⽅ 21

教員・TA︓ 約40名
学⽣︓ 約2400名

１セメスター⽉曜⽇３、４講時

約40名／クラス

学問論︓授業⽇程 22

A日程、B日程に分け、オンデマンド・対面演習を交互実施

A日程 B日程

1週

3週

2週

4週

対面演習 オンデマンド

対面演習 オンデマンド

対面演習オンデマンド

対面演習オンデマンド

評価項⽬
・各週の課題
・ミニットペーパー
・確認テスト
・⼩レポート
・平常点
・中間・期末レポート
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学問論演習︓少⼈数探究 23

・探究型テーマによる少⼈数の
アクティブラーニング (72クラス)
・⽂理融合した15〜20名前後の
少⼈数クラス

学問論演習学問論 展開学問論

福島県教育委員会との連携(WWL)
ふたば未来学園⾼校・福島⾼校の⽣徒
⼤学⽣とともに，授業に参加した。

⇨デジタルオープンバッジを授与

学問論成果発表会︓
ポスター発表会と⼝頭発表会で構成
・ポスター発表会 73チームが参加
（⾼校⽣も5チームで参加、うち1チームが

優秀ポスター賞を獲得）
・⼝頭発表会 ポスター発表68チーム（学期末に

実施の集中講義以外が対象）の中から、投票で
選ばれた16チームが進出

（⾼校⽣が参加の3チームも進出）
最優秀賞︓「あなたも⻭周病かも︕︖
〜20代の⻭周病への意識を⾼めるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ創出」

今年度はWWL参画校受け⼊れクラスを10に拡⼤

展開学問論︓キャンパスを超えた⾼年次研修 24

学問論演習学問論 展開学問論

・⾼年次（３年⽣以上＋⼤学院⽣）学⽣
が異分野でのチームワークとリーダー
シップの涵養
・地球規模課題、SDGs、AIと倫理など
の現代的課題に取り組む
・ICTを利活⽤し、時間と場所にとらわ
れない協働学習を提供

100名以上の新三年⽣が興味を持ち，
クラスルームに登録した

⾼年次教養教育の広報︓経済学部・⼯学部の⼆年⽣6名が主体的に参画した
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25

実施体制と評価・改善の仕組み

学務審議会 26

教務委員会

教育情報・評価改善委員会

教職課程委員会

学務情報システム運営委員会

国際学位コース運営委員会

データリテラシ共通教育
基盤運営委員会

挑創カレッジ運営委員会

全学教育科⽬委員会

・学問論委員会
・⼈⽂科学委員会
・社会科学委員会
・数学委員会
・物理学委員会
・化学委員会
・⽣物学委員会
・宇宙地球科学委員会
・学際科学委員会
・理科実験委員会
・保健体育委員会
・情報教育委員会
・国際教育委員会
・キャリア教育委員会
・地球規模課題委員会
・企画（先端学術科⽬）委員会
・英語委員会
・初修語委員会
・⽇本語委員会

学
務
審
議
会

⼤学院共通科⽬委員会

企画委員会

教育・学習データ利活⽤運営委員会 ※各委員会毎に企画担当部局を指定

学問論委員会は⾼度教養教育・学⽣⽀援機構
101



⾼度教養教育・学⽣⽀援機構 27

⾼度教養教育・学⽣⽀援機構 28
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教養教育院〜総⻑特命教授 29

総⻑特命教授

教育研究の豊かな経験を積んだ総⻑特命教授が、その経歴にふさわしい内容と質の
教養教育を実施。全学教育科⽬にあっては、初年次教育だけでなく、⾼年次教養教
育科⽬の担当を通じて、学部専⾨教育科⽬との両輪となるような貢献も⽬指す。ま
た、⾼度教養教育として⼤学院共通科⽬を担当。
知的成熟と⼈間的成熟を⽬指す教養教育の重要性に気付きを与え、学部や⼤学院に
在学の期間だけでなく、⽣涯を通じて⾃ら学び続ける⼈となるための強い動機を形
成する活動を実践。

尾崎彰宏 河⽥雅圭 静⾕啓樹 ⽥中 仁 ⽇笠健⼀ 森本浩⼀
⻄洋美術史 進化⽣物学 理論計算機科学 環境⽔⼯学 素粒⼦物理学 ⾔語思想

教養教育院〜主な活動・取組 30

・教養教育特別セミナー（全学部1年次学⽣対象︓学問論の導⼊）
・ILASコロキウム︓総⻑特命教授合同講義
・「教養教育院叢書」出版
・「読書の年輪〜研究と講義への案内」刊⾏

第1巻 教養と学問
第2巻 震災からの問い

第3巻 ⼈⽂学の要諦
第4巻 多様性と異⽂化理解

第5巻 ⽣死を考える
第6巻 転換点を⽣きる

第7巻 環境と⼈間
第8巻 新しい途を拓く

（近⽇刊⾏予定）

読書の年輪
2024年版は156篇収録

教養教育院叢書
「⼤学と教養」シリーズ

103



全学教育の評価・改善 31

学務審議会委員⻑会議（年２回）
科⽬委員⻑と学部教務委員⻑との意⾒交換会
学⽣モニタリング制度による「全学教育に関する学⽣と

の懇談会」（年１回）
授業評価アンケート（年２回）
「東北⼤学における教育と学修成果に関する調査」（２

年に１回）
「東北⼤学の教育に関する卒業・修了者調査」（４年に

１回）
「東北⼤学の教育に関する雇⽤者調査」（毎年）

学習・学⽣⽀援〜新しいTA制度・SLA 32

教育機能
・学⽣ｽﾀｯﾌを加えた協調学習の導⼊
・上級⽣のサポートで深い学びを実現

キャリア
・将来のキャリアの素地を醸成できる
・⼤学での授業実施を経験できる
⼈間形成
・後輩学⽣の成⻑を体感できる
・コミュニケーション能⼒を向上

研究機能
・他領域・分野横断型の教育の機会
・⾃⾝の研究を省察する⼒を育める

学部3~4年 博⼠後期課程以上
ポスドク

・研究型総合⼤学の⼈材養成の⼀貫として、本学学⽣の教育⼒の段階的育成
・教員と学⽣との協働による全学教育実施体制の強化と質向上
・コロナ禍における学⽣への教育経験を通じた⼿厚い就学⽀援の実現

学部5~6年
博⼠前期課程以上

⽬的

学部3年⽣〜⼤学院⽣が
初年次学⽣の学習をサポート
（答えを教えず，問題解決まで
本⼈の思考に寄り添うサポート）

経済的⽀援
・キャンパス内での勤務
・教育経験による就学⽀援の獲得
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25

小計 2

職員 0

非常勤講師 0

教養教育学系 1

総計

非常勤講師

教員

18

小計 19

【オンデマンド参加者内訳】

2合計

【当日参加者内訳】
教員

役員 1

教養教育学系 0

教育研究推進系 1

合計 23

令和６年度第３回教養教育院ＦＤ
「新教養教育先行大学(東北大学)に学ぶ教養改革　 教養教育院ＦＤ2024 vol.3」参加状況

4職員
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令和６年度第３回教養教育院ＦＤ参加者アンケート集計結果 

 

FD参加者数：25名 

（内訳：教員 21名，職員 4名） 

アンケート回答者数：14 

 

１． 属性を選んでください 

 

 

２．所属を選んでください（教員のみ） 

 

 

100%

0%

属性

ア．教員

イ．職員

93%

7%

教員所属

05教養教育学系

11教育研究推進系

属性  

ア．教員 14 

イ．職員 0 

計 14 

教員所属  

05 教養教育学系 13 

11 教育研究推進系 1 

計 14 
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３．今回の教養教育院ＦＤに参加しての評価を５段階評価で入力ください。 

 
 

４．今回の教養教育院ＦＤについての感想やご意見があれば、ご記入ください。 

・人文学者はなかなか難しい立場です。 

・ご講演内容がリッチ。あと 10分、ご講演時間があればと思いました。 

・可能ならば、もう少し講演の時間を増やしても良かったのではないでしょうか。 

・学生が高校でいかに学んでくるのかという点を踏まえ、カリキュラム構築や授業改善に

生かしていく必要があるという点を改めて感じました。 

・とても分かりやすい説明だったと思います。 

・後援者の方は、「第一セメスター」とおっしゃっていたので、クオーター制ではなく、

セメスター制なのかと思いました。また、東北大学のホームページを閲覧したところ、

教養教育院の専任教員数が６〜７人で少なく、写真から判断すると高齢の男性だけな事

も、富山大学と異なると思いました。講演はスムーズでよかったと思います。 

・東北大学の先進的な取り組みについてのお話を伺うことができ、大変参考になりまし

た。特に「学問論」の運営方法には多くの示唆をいただきました。また、学生が主体的

に考え、学問への興味を深めるための工夫が随所に見られ、非常に勉強になりました。 

・全体的には「大きな大学」ならではの理想に近い形態の実現を見せてもらえた。導入科

目を１週ごとに対面とオンデマンドを組み合わせる点や、高年次向け科目の実施形態な

ど、我々にも参考になる工夫があった。 

・英語について、「就職の TOEIC」、『留学の TOEFL」という表現がありますが、学生がど

ちらを受験希望か選択できる事も重要ではないかと思います。 
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計 14 
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